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毎
年
、
１
月
24
日
を
中
心
と
し
た
１
週

間
、
鹿
児
島
県
で
は「
全
国
学
校
給
食
週

間
」の
取
組
と
し
て『
鹿
児
島
を
ま
る
ご
と

味
わ
う
学
校
給
食
』を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
間
に
「
丸
ご
と
志
布
志

を
味
わ
う
き
ら
り
輝
く
給
食
の
日
」
と
し

て
、
全
て
市
内
産
の
食
材
を
用
い
た
献
立

を
用
意
し
ま
し
た
。

　
「
学
校
で
一
番
の
楽
し
み
は
〝
給
食
時

間
〟
と
〝
昼
休
み
時
間
〟」
と
お
い
し
そ

う
に
給
食
を
食
べ
な
が
ら
答
え
る
安
楽
小

学
校
６
年
生
の
上
原
廉
さ
ん
。
き
っ
と
み

な
さ
ん
も
そ
う
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

現
在
の
学
校
給
食
の
役
割

　

高
度
経
済
成
長
を
迎
え
食
生
活
が
豊
か

に
な
る
と
、
給
食
の
役
割
も
次
第
に
変
わ

り
栄
養
面
ば
か
り
で
な
く
、
食
事
と
し
て

そ
の
質
（
味
）
の
向
上
も
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
40
年
代
か
ら
、

そ
れ
ま
で
の
パ
ン
の
給
食
に
加
え
米
飯
給

食
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
食
事
は
心
や
体
の
健
康
と

大
き
な
か
か
わ
り
が
あ
る
た
め
、
学
校
給

食
は
、
現
在
も
成
長
期
に
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
健
康
保
持
促
進
と
体
位
の
向
上
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
正
し
い
食
事
の
あ
り
方
や
望

ま
し
い
食
習
慣
を
学
習
し
、
日
常
に
生
か

す
た
め
の
能
力
や
態
度
を
育
て
る
な
ど
、

食
に
関
す
る
「
生
き
た
教
材
」
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
給
食
の
準
備
、
後
片
付
け
な
ど

の
共
同
作
業
を
通
し
て
、
奉
仕
や
協
力
、

協
調
の
精
神
を
育
て
ま
す
。
学
校
に
お
い

て
み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
く
「
食
べ
る
」

と
い
う
体
験
を
通
し
て
社
交
性
を
養
い
好

ま
し
い
人
間
関
係
を
育
て
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
た
だ
単
に
「
食
べ
る
」

と
い
う
だ
け
の
給
食
か
ら
「
食
育
」
を
始

め
様
々
な
学
び
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【志布志漁業協同組合】「給食を通じて、子
どもたちの味覚を育てるためにも地元で捕
れた新鮮な魚介類をもっと食べて欲しいと
思います」と同漁協の下村常樹総務部長は
話します。志布志小学校での生産者との交
流給食には、子どもたちに「ハモ」を見せ
ようと、その日水揚げされたばかりのハモ
を持参して参加しました。

志 布 志 市 ★ き ら り 輝 く 給 食 の 日
児童生徒に特産物を知ってもらうため、市からの補助を受けて実施しています。
■平成 19 年度は次の食材を使用しました　牛肉・黒豚・ハモ・うなぎ・メロン・米

【JA あおぞら甚兵衛倶楽部】野菜の生産を
しているグループの一つで、高齢者でも気
兼ねなく少量出荷ができ、活躍の場を作
ろうと発足した会です。現在は 160 人程
の会員がいます。今回、安楽小学校でふれ
あい給食に参加した生産者の星野勝さん
（写真右）は「低農薬で、有機肥料をたっぷり
使った野菜を作っています。たくさん食べて
大きくなってください」と話していました。

【地場産物購入計画会】各生産者からの納
入を進めるために、生産者の代表の方々と
曽於農業改良普及センター、志布志市産業
振興部、そして学校給食センターで話し合
いを行う「地場産物購入計画会」を立ち上
げました。学期ごとに次学期の使用予定の
食材について、生産者側の意見を聞きなが
ら、調整を行い。納入してもらっています。

給
食
は
心
と
体
の
栄
養
源
！

給食の献立を確かめながら食べる児童（安楽小）

生産者との交流給食でおいしそうに食べる子どもたち（志布志小）

親子ふれあい給食の（松山小学校）

特集：学校給食

私たちも給食を支えています

●ごはん
●牛乳
●うなぎの蒲焼き
　（うなぎ）
●沢煮椀
●みかん果汁

●お茶入り甘納豆パン
●牛乳
●牛肉の赤ワイン煮
　（牛肉）
●きのこのミネストローネ
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こ
の
よ
う
に
、
た
だ
栄
養
が
満
た
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
こ
と
を
考

え
、
献
立
を
立
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、

給
食
時
間
ま
で
と
い
う
時
間
の
制
約
や

限
ら
れ
た
調
理
設
備
の
中
で
ど
の
よ
う

に
調
理
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
考

え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
が
苦
手
と
す
る
食
材
も

取
り
入
れ
て
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け

食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
味
付
け
の
工
夫

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
が
食
べ
る
食

事
の
約
６
分
の
５
は
家
庭
で
の
食
事
に

な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
望
ま
し
い

食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
家

庭
で
の
食
事
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
学
校
給
食
も
そ
の
家
庭
で
の
食
事

の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健

康
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
調
理
員
と
と

も
に
安
心
で
安
全
な
学
校
給
食
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
志
布
志
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
栄
養
士

　
　
　
　
　

福
元
久
美
子
さ
ん

　
　
　
　
　

内
村
佳
代
さ
ん

私
た
ち
が
献
立
を
作
り
ま
す

　

私
た
ち
が
献
立
を
考
え
る
と
き
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
い
ま

す
。

●
学
校
給
食
の
栄
養
所
要
量
を
充
足
さ

　

せ
る

●
地
元
の
食
材
を
活
用
し
た
献
立
に
す

　

る
。

●
旬
の
も
の
を
使
う
な
ど
季
節
感
を
持

　

た
せ
る
。

●
一
食
分
の
給
食
費
を
考
慮
す
る
。

●
郷
土
料
理
や
世
界
の
料
理
、
行
事
食

　

を
取
り
入
れ
る

●
食
材
の
味
を
生
か
し
て
で
き
る
だ
け

　

薄
味
に
す
る
。

●
給
食
が
食
体
験
の
場
に
な
る
よ
う
に

　

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
食
品
を
使

　

う
。

●
生
も
の
は
使
用
し
な
い
な
ど
、
食
中

　

毒
の
発
生
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
献

　

立
内
容
を
考
慮
す
る
。

●
家
庭
で
の
食
事
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ

　

う
な
献
立
に
す
る
。

①食材が持ち込まれます

　食品の品質や鮮度、品温、数量などしっか
りとチェックしてから使用しています。

②野菜の皮をむいて洗います

　毎日、たくさんの野菜や果物の下処理をし、
衛生管理基準に従ってていねいに洗います。

④調理作業

　調理には細心の注意を払い、限られた時間
内に、衛生的にそして早く作業を行います。
　目による確認だけではなく温度計を使い、
中まで火がきちんと通ったことを確認し、記
録してます。

⑤配かんをします
　できあがったおかずをクラスの人数分にわ
けます。
　

⑥コンテナに入れて出発します

　食器や給食をコンテナに入れて出発しま
す。

⑦食器を洗い翌日の準備をします

　翌日に備えて、食器をきれいに洗ます。

③野菜を切ります

　素材の形を大切にしながら食べやすいよう
に、包丁や機械を使って切ります。

志布志学校給食センターの栄養士

⑤

⑥
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生産者とのふれあい給食（出水中学校）

給
食

ができる
ま

で

特集：学校給食

①

②

③
④

⑦



学校給食の地場産物を使ったレシピを紹介します

【材料】
・はも　　　  140g	 ・酒　　大さじ1
・かたくり粉　適量	・そうめん　40g
・にんじん　　50g	 ・こまつな　40g
・ごぼう　　　40g	 ・深ねぎ　　10g
・酒　　　　　小さじ1
・淡口醤油　大さじ１1/3
・塩　　　　　　少々
・だし汁　　　600cc(昆布・かつお節)

１　昆布とかつお節の混合だしをとる。
２　はもは食べやすい大きさに切り、酒をふりかける。
３　にんじんはせん切り、こまつなは２ｃｍ幅に切る。ごぼうはささが   
　　きにし、深ねぎは小口切りにする。
４　はもの水分をふき取り、かたくり粉をつけて、湯引きする。
５　そうめんをかためにゆでる。
６　１ににんじん、ごぼうを入れて煮る。カッコ内の調味料で味付けを
　　し、はも、こまつな、そうめん、深ねぎを入れて仕上げる。

はものすまし汁

【材料】
・さつまいも　160g
・もも(缶)　　　60g　・パイン(缶)     60g

１　さつまいもはゆでてつぶす。
２　１に缶詰のシロップを少量加え、練り上げる。
３　もも、パインは一口大に切る。
４　シロップをきったもも、パインを混ぜる。

フルーツきんとん

豊 か な 給 食 に な る ま で の 歴 史 と 献 立 の 変 化

�　市報しぶし■ 2008.2

給
食
費
の
未
納
はあり

ま
せ
ん
か
？

　

学
校
給
食
法
に
よ
り
、
人
件
費
や
高

熱
水
費
、
施
設
・
設
備
の
修
繕
費
は
市

で
負
担
、
食
材
費
は
保
護
者
負
担
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
皆
様
か
ら
納
付
さ
れ
た
給

食
費
は
全
額
が
食
材
費
に
充
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
給
食
費
の
未
納
が
あ
る
と
、

食
材
の
調
達
が
難
し
く
な
る
な
ど
、
学

校
給
食
の
健
全
な
運
営
に
支
障
を
き
た

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
早

め
に
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
の
市
の
学
校
給
食
の
値
段
は
お

よ
そ
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

■
小
学
校
一
食
（
お
よ
そ
）
２
１
０
円

■
中
学
校
一
食
（
お
よ
そ
）
２
５
０
円

※
今
回
は
、
主
に
志
布
志
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
後
、

各
セ
ン
タ
ー
の
取
材
を
通
じ
『
食
』
に

対
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

新しい学校給食センターについて

　志布志市では旧町ごとに 3つの給食
センターで調理をしています。
　その一つの松山学校給食センターは平
成 2 年に開設され、ドライ運用方式化
で施設運営上問題はありません。
　ドライ方式とは、床面を乾いた状態に
保ち使用することで、跳ね水による二次
汚染や、細菌、衛生害虫の繁殖を抑える
ことができる方法です。運用上でも、床
面等を濡らさないために作業工程等にも
様々な工夫がされています。
　しかし、志布志学校給食センターは昭
和 47 年に操業を開始、有明学校給食セ
ンターは昭和 51 年に操業を開始という
ことで施設の老朽化が激しくなっていま
す。また、床面は水による流し洗いを想
定した形状のままで、ドライ運用するた
めの専用台車を行き来させる広さも不十
分で、作業台やシンク、釜などから水が
床に落ちにくいような整備も難しい現状
となっています。
　そこで、建設委員会等により検討を
行った結果、新しい給食センターを建設
するとの結論にいたり、現在、旧有明町
役場跡地（有明小学校近く）の一部で建
設が行われています。
　新センターは文部科学省が作成してい
る衛生管理基準をクリアーしたものとな
り、概要は次の通りになります。
●建築面積	 2,148㎡
●建築構造	 鉄骨平屋建て
●本事業費　868,960,000 円
●処理能力　3,000 食

12 月 15 日、起工式で鍬入れする本田市長

【材料】
・はくさい　   200g	・合びき肉  160g
・大豆(水煮)　160g	・にんじん　80g
・マッシュルーム　　60g
・たまねぎ       140g	・パセリ　       5g
・おろしにんにく　　適量
・ダイストマト(缶)  40g	・トマトピューレ 20g
・ケチャップ　　大さじ２ 2/3
・塩　小さじ1/2	 ・こしょう　少々
・チリパウダー適量	 ・マーガリン   適量

１　はくさいは食べやすい大きさに切り、にんじんはさいの目切り、た
　　まねぎは乱切り、パセリはみじん切りにする。
２　マーガリンを熱し、合びき肉、にんにくを炒め、たまねぎ、にんじ
　　ん、水気をきった大豆、マッシュルームを入れて炒める。
３　ダイストマト、トマトピューレ、ケチャップ、塩、こしょうを入れて煮込む。
４　チリパウダーを入れ、最後にパセリを入れる。

「
食
育
考
」

　

学
校
教
育
に
お

け
る
食
育
が
、
脚

光
を
浴
び
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
学

校
教
育
で
は
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
が

表
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
食

育
も
肩
を
並
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
、
教
育
週
間
の
行
事
な
ど

に
、
給
食
に
関
す
る
催
し
が
彩
り
を
添

え
て
い
ま
す
。
国
に
お
い
て
も
食
の
指

導
に
か
か
る
報
告
や
答
申
が
矢
継
ぎ
早

に
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
国
民
的
課
題
で
あ
る

健
全
な
食
習
慣
の
形
成
に
は
、
学
校
教

育
の
役
割
が
大
き
い
と
い
う
認
識
の
表

れ
だ
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
昨
今
の

食
生
活
の
実
態
か
ら
で
き
る
だ
け
早
く

手
を
打
た
な
い
と
、
大
変
な
こ
と
に
な

る
と
い
う
現
状
認
識
が
あ
る
こ
と
も
想

像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

粗
食
に
甘
ん
じ
な
が
ら
、
戦
後
の
混

乱
期
を
必
死
に
な
っ
て
働
き
、
我
が
国
の

新
た
な
基
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
世
代
。

こ
の
方
々
は
『
せ
め
て
わ
が
子
や
孫
に

は
、
こ
ん
な
ひ
も
じ
い
思
い
は
さ
せ
た
く

な
い
』
と
い
う
願
い
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
は
こ
の
願
い
か
ら

大
き
く
か
け
離
れ
て
い
ま
す
。

　

核
家
族
化
や
生
活
の
洋
式
化
の
進

行
。
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
物
と
生
活
の
便

利
さ
。
そ
の
中
で
の
伝
統
食
の
崩
壊
や

「
こ
し
ょ
く
（
粉
食
・
小
食
・
孤
食
・

個
食
）」
の
進
行
。
生
活
習
慣
病
の
低

年
齢
化
。
さ
ら
に
は
、
産
地
偽
装
や
賞

味
期
限
改
ざ
ん
、
残
留
農
薬
と
い
っ
た

食
材
へ
の
不
安
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
空
腹
」
は
お
ろ
か
「
が

ま
ん
」
や
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う

言
葉
さ
え
も
、
死
語
と
化
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
哲
学
者
の
中
野
孝
次
さ
ん
は
、

そ
の
著
書
『
風
の
良
寛
』
の
中
で
「
文

明
が
進
歩
す
れ
ば
人
間
は
幸
せ
に
な

る
、
と
い
う
の
は
間
違
い
だ
っ
た
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
あ
な
が
ち
言

い
過
ぎ
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

今
こ
そ
、
食
は
心
身
共
に
よ
り
よ
く

生
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
、
再
認
識
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
正
し
い
食

育
は
、
栄
養
価
や
食
材
の
吟
味
に
止

ま
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
豊
か
な

心
の
育
成
や
日
本
人
の
自
然
観
な
ど
に

つ
い
て
も
、
家
庭
や
学
校
で
話
題
に

な
っ
て
い
い
。

　

食
べ
物
が
食
卓
に
並
ぶ
ま
で
に
は
生

産
者
の
汗
と
涙
が
あ
り
、
搬
送
や
調
理

に
は
安
心
・
安
全
に
か
か
る
工
夫
と
努

力
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、食
材
に
よ
っ

て
は
、
我
が
国
独
自
の
『
旬
の
味
』
と

い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
語
る
こ
と
も
、
食
育
の
役
目
と
考

え
る
と
、
食
は
生
き
る
全
て
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
「
い
た
だ

き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」

に
応
え
ら
れ
る
給
食
を
提
供
す
る
の
が

我
々
大
人
の
務
め
で
し
ょ
う
。

　
　

志
布
志
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

教
育
長　

坪
田  

勝
秀
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明治 22 年

昭和 16 年

昭和 21 年

昭和 25 年

昭和 29 年

昭和 40 年

昭和 51 年

現　在

学校給食のはじまり
　山形県の忠愛（ちゅうあい）小学校で経済的
に恵まれない児童におにぎりや焼き魚、漬物
を昼食としてだしたことが、学校給食のはじ
まりといわれています。
戦争で学校給食の危機
　戦争で学校給食を続けることが難しくなり、
学童疎開により、ついに中止となりました。
戦後初の学校給食開始
　12 月 24 日、試験的に東京都・神奈川県・
千葉県で戦後はじめての学校給食がつくられ、
記念すべき日となりました。冬休みの関係で
1か月後の 1月 24 日が給食記念日とされまし
た。
完全給食のはじまり
　アメリカ合衆国から小麦粉が送られ、パン・
ミルク ( 脱脂粉乳 )・おかずの完全給食が行わ
れました。
学校給食に関する法律の制定
　学校給食は、子どもたちの体力向上だけで
なく、教育としても考えられるようになり、
国の法律として「学校給食法」が制定されま
した。
ミルク ( 脱脂粉乳 ) から牛乳へ
　学校給食用飲料として、ミルク ( 脱脂粉乳 )
から牛乳へと切りかえがはじまりました。(脱
脂粉乳…牛乳の脂肪分を取り除き、乾燥させ
たものをお湯で溶いたもの )
米中心の献立に
　米を使った学校給食が正式に始まりました。
世界に誇れる学校給食に
　地元でとれた食材を使った特色ある給食や、
郷土給食、世界の料理給食など献立の種類も
増え、豊かで恵まれた学校給食が行われてい
ます。

　経済的に恵まれない
児童のためにおにぎり
などの食事を出したの
が日本の学校給食のは
じまりでした。

　戦争が終わり、給
食が再開されました
が、食糧不足が続い
ておりミルクとおか
ずだけの質素な給食
でした。

　パンの原料になる
小麦粉に対する国か
らの補助が開始さ
れ、完全給食が実施
されるようになりま
した。

　ミルクから牛乳へ
切り替えられ、終戦
直後に比べると多様
なメニューとなりま
した。

　地元の食材を使い、栄
養バランスのととのった
安全でおいしい給食が出
されるようになりまし
た。

特集：学校給食 志布志っ子に伝えたい食育レシピ

はくさいのチリコンカーン

作り方

作り方

作り方

明治 22 年

昭和 21 年

昭和 27 年頃

昭和 40 年頃

現　在



実践状況19年 3月に第１次志布志市振興計画を策定し、共生・協働・自立の社会づ
くりを実現するために「志のまち」を宣言しました。市民一人ひとりがそ

れぞれの役割を持って、高い志と慈愛の精神で、行動を起こし、輝く志布志市を目指して、活動中
です。

実践状況九州唯一の「中核国際港湾」である志布志港を物流拠点として、地域経済
の振興に努めています。「国際交流」と「新産業おこし」をテーマにＳＨＩ

ＢＵＳＨＩプロジェクトを設置し実践研究中です。新若浜地区を核に雇用の場、市民が親しめるス
ポーツ ･観光などの拠点とし志布志港のセールスを積極的に行っています。

実践状況21世紀は環境の世紀として、循環型社会の形成を目指した取り組みを推進
しています。具体的には、28 品目の分別リサイクルやサンサンひまわりプ

ランの実施、市民総参加のクリーン作成（ゴミゼロから花いっぱいへ）を実施し、地域資源を活か
した地域経済の振興を目指しています。

今回の報告は、

　１　目指す姿（長期構想）
　２　すぐに行う重要施策

　３　４年間で行う重要施策

　に区分されており、今回は、すぐに行う重要施策
　を中心に志布志市誕生後２年間の主な施策をお
　知らせします。

1　目指す姿（長期構想）
（1）地方自治の本来の姿は、「市民が主役の自治」
　　市民一人ひとりが参画し協働する、公平で公正な自立した市民（NPO）社会の構築

（2）いつまでも持続可能な社会機構や産業構造をもつ循環型社会の創造

（3）ボーダレス（国境のない）時代の視点でアジア・太平洋と結ぶ国際交流都市「志布志市」

優先項目① 高齢化や過疎化、そし
て時代のニーズに合わなくなった自
治会組織の再編を含め、地域住民が
自主・自立できる新自治会組織を立
ち上げます。

↓↓　実践状況　↓↓
　庁内関係部署による自治会検討委
員会を設置し、自治会のあり方・方
向性について調査研究を進めていま
す。（委員会を６回開催。アンケー
トも実施し、更に検討を進めていま
す）

公民館でのふれあい移動市長室

　4月 24 日を「しぶしの日」とし
て記念日登録。「志のまち」を宣言し、
共生・協働・自立の社会づくりを更
に強化して志あふれるまちを実現し
ます。（志の政策を市民と一緒に展
開中）。
　子どもたちも協力してごみゼロの
まちづくり。循環型社会を目指して、
サンサンひまわりプランを実施中。
資源化率全国 4位、市ではトップ

志布志の「志」を全国ブランドへ
優先項目② 地域活性化対策として、
市民自ら考え、自ら計画し、自ら行
動する「地域再生プロジェクト」を
推進します。

↓↓　実践状況　↓↓
　「ふるさとづくり委員会」や「むら
再生促進事業」による共生・協働・
自立のまちづくりが活発に展開中。
19 年度やっちく松山藩が「もてなし
の心」や「人づくり」「手づくり」に
こだわった「やっちく魂」が評価さ
れ「国土交通大臣賞」を受賞しま し

優先項目① 各種改革プロジェクトへ
市民や専門家の参加をすすめます。

↓↓　実践状況　↓↓
　行財政改革推進委員会・まちづく
り委員会・学校あり方委員会を市民
参画により市民の意見を広く反映し
ていきます。
優先項目② 市民編集委員を募集し、
中学生がわかる広報誌づくりを目指
します。

↓↓　実践状況　↓↓
　平成 18 年度は高校生 2人、平成
19 年度は一般の方 3人による市民
編集委員を配置しました。

市民の目線で！学校あり方委員会

優先項目④ 市民の生の声を聞き、
生かしていける「ふれあい移動市長
室」を各地区ごとに巡回して開催し
ていきます。

↓↓　実践状況　↓↓
　校区単位のふれあい移動市長室
を計画的に実施しており、20 年中
に一巡する予定です。※今年 1月 1
日現在で開催数 26 箇所、出席人数
734 人です。
　今年 1 月からは有明地区で開催
しています。

志布志地区でのふれあい移動市長室

優先項目③ 市政への女性参加や女
性起業家を支援するため、女性ス
タッフによる「女性支援対策室」を
設置します。

↓↓　実践状況　↓↓
　女性支援対策室を設置しました。
市民による女性支援推進会議で研修
会を開催。そのほか、女性の相談日
や専用電話も設置し体制の充実を図
りました。
　また、はも販売所を漁協が設置し
ました。はもまつり等では漁協女性
部が大活躍しています。

特産品はも祭りの様子

すぐに行う重要施策
（1）あなた（市民）が輝くまちづくり

（２）開かれたわかりやすい市民参加の市政

まち全体でごみゼロを目指します

広報紙の朗読ボランティアグループ鈴
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志
こころざし

のあふれるまちづくり
新生 志布志市
新しいまちづくりの取組状況
将来像：やすらぎとにぎわいの輪が協奏するまち



優先項目① 市民・行政・警察・消防等を交えた「安心・安全のまちづくり
委員会」を設置し、市民も役割を担ってもらう防犯・防災プログラムや緊
急情報ネットワーク策定等の事業に取り組みます。

↓↓　実践状況　↓↓
　安心・安全まちづくり推進協議会を設置し、防災意識の啓発、防災マッ
プの作成・緊急情報ネットワークや避難支援体制を整備しました。（管内の
対前年度犯罪率 3割減）（ＮＰＯ連絡協議会設立）

優先項目② 高齢者医療・介護予防
に大きな成果が出ている「ピンピン
元気塾」を全市に広め、「高齢者が
元気なまち」を目指し、その削減で
きた財源で市独自の思い切った子育
て支援策（児童手当の拡充・保育支
援の充実）を進めます。

↓↓　実践状況　↓↓
　ピンピン元気塾のサポーターを
49 名養成して、市内で各種健康講
座を開催し、高齢者の元気なまちづ
くりを総合的に推進しています。

　ファミリーサポートセンター事
業・こんにちは！あかちゃん事業の
取り組み等により「子育て日本一の
まち」を目指していきます。乳幼児
医療費の全額助成への拡充や妊婦健
診料の補助を拡大しました。

優先項目③子供たちの健康と食育を
目指して、おやつにおにぎりを食べ
させる運動「おにぎり大作戦」を進
め、地域ぐるみで子育てをサポート
するユニークな事業を展開します。

↓↓　実践状況　↓↓
　学校給食へ市内の特産品を提供す
る地産地消の取組みや食育を推進
（きらり輝く３つの教えを理念に教
育推進）。給食センター建設着工！！

（３）安心安全～しあわせ・うるおい・健康「志布志市」づくり

交通安全を願い千人立哨

元気にグラウンドゴルフ
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４ 年 間 で 行 う 重 要 施 策

優先項目① 環境保全型農業を目指
した安全で安心できる高品質農産物
の生産を推進し、更に、それを原料
とした食品加工及び周辺産業などの
企業誘致を進めます。（安心安全な

全国和牛能力共進会

優先項目①  国際交流都市を目指し、
ODA での国際協力による有機肥料
の輸出や「土づくり」「緑づくり」
支援と技術研修者の受入れ交流事業
に取り組み、アジア・太平洋諸国と
の交流を深めます。

↓↓　実践状況　↓↓
　官民一体となった志布志プロジェ
クトを設置し、新産業おこしに挑戦。
新若浜地区の一部供用に向けトップ
セールスを展開中。東九州自動車道、
都城志布志道路の早期完成に向け陳
情も積極的に展開します。

優先項目② 未来に伸び、日本の宝
である子供たちを、世界を知り国際
的な視野をもつ人材に育てるため、
「青少年海外交流事業」を積極的に
取り組みます。

↓↓　実践状況　↓↓
　シアトル・トレーシー・中国へ小中
高生25人を派遣しました

（１）循環型農林水産業の振興
農林畜水産物の本物づくりを推進
し、志布志ブランドの確立を目指す）

↓↓　実践状況　↓↓
　第1回志布志市立地企業懇話会を
開催しました。ポジティブリスト制
度※1 に対応した農業を推進します。

全国茶品評会5年連続7度目の産地賞受賞

（２）新しい産業の振興と働く場

優先項目① 新エネルギービジョン
を策定して、豊かなクリーンエネル
ギー資源（太陽・風力・バイオマス等）
を活用した発電事業を推進します。
優先項目② 山林資源の抜本活用策
として、先端技術と国のバイオマス
支援策を生かした高品質の活性炭生
産事業を官民一体で進めます。

↓↓　実践状況　↓↓
　地域新エネルギービジョン・バイ
オマスタウン構想の策定により国等
の支援策も拡充しました。
　地域バイオマス利活用検討会を設
置し、施策を推進中であり、全国か
らの視察も増加しています。

農林水産省のバイオマスタウンに選定

（３）国際交流都市の宣言

発展する志布志港

※重要施策関連：四つの祭り・イベ
ントを中心に商工観光戦略会議と連携
し、年間 100 万人の入込客数を目指
します。（県茶業振興大会やねんりん
ピックマラソン大会の誘致、さんふら
わあ利用促進、生涯学習まちづくり事
業、自衛官の寄港増加等によるにぎわ
いの創出と地域経済活性化を展開中）

さんふらわあ問題に取り組む市長と伊藤知事

※ 1　食品への農薬残留については、残留基準が設定されています。ポジティブリスト制度とは、
　　　残留基準の設定されていない農薬が残留する食品の販売等を禁止することをいいます。 

市民団体による防犯パトロール隊

子育て支援センターはぐくみランド給食を食べる児童

志
こころざし

のあふれるまちづくり
新生志布志市新しいまちづくりの取り組み状況
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志
布
志
ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
競
争
大
会

　

１
月
13
日
、
志
布
志
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
で
ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
競
争
大
会
が
開
催

さ
れ
、
市
内
外
か
ら
57
チ
ー
ム
、
３
７
０

人
が
参
加
し
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

１
区
間
２
・
７
２
㌔
の
運
動
公
園
周
辺

周
回
コ
ー
ス
を
５
人
の
た
す
き
リ
レ
ー

で
つ
な
ぎ
、
合
計
13
・
６
㌔
（
小
学
生
は

１
・
５
２
㌔
の
５
区
間
）
を
走
り
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
走
り
込
ん
で
い
る
チ
ー
ム
や

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
て
参
加
し
た

チ
ー
ム
等
あ
り
ま
し
た
が
、
全
て
の
チ
ー

ム
が
１
本
の
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
怪
我
も

な
く
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
大
会
の
名
物
と
も
い
え

る
申
告
タ
イ
ム
賞
は
祁
答
院
ラ
ン
ナ
ー
ズ

ジ
ュ
ニ
ア
が
申
告
タ
イ
ム
と
同
タ
イ
ム
で

優
勝
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
他
、
大
会
の
結
果
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
一
般
の
部

１
位　

祁
答
院
ラ
ン
ナ
ー
ズ
Ａ	

47
分
28
秒

２
位　

志
布
志
マ
ジ
カ
ル
ラ
ン
ナ
ー
ズ

		


54
分
09
秒

３
位　

ひ
ま
わ
り
Ｆ
Ｃ	

54
分
21
秒

■
女
子
の
部

１
位　

祁
答
院
ラ
ン
ナ
ー
ズ
ガ
ー
ル
ズ

	

１
時
間
４
分
53
秒

■
小
学
生
男
子
の
部
（
計
７
・
６
㌔
）

１
位　

Ｓ
Ｋ
Ｒ
Ｃ
（
Ａ
）	

28
分
11
秒

２
位　

菱
田
ボ
ー
イ
ズ
Ｂ	

29
分
38
秒

３
位　

山
重
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

		


29
分
50
秒

■
小
学
生
女
子
の
部
（
計
７
・
６
㌔
）

１
位　

高
山
Jr
陸
上
ク
ラ
ブ	

30
分
17
秒

２
位　

Ｓ
Ｋ
Ｒ
Ｃ
（
Ｂ
）	

31
分
25
秒

３
位　

伊
﨑
田
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ	

34
分
11
秒

■
中
学
生
男
子
の
部

１
位　

松
山
中
学
校
陸
上
部
Ｍ	

46
分
24
秒

２
位　

Ｓ
Ｋ
Ｒ
Ｃ
（
Ｃ
）	

49
分
18
秒

３
位　

伊
﨑
田
中
学
校
２
年
Ａ	

57
分
54
秒

■
中
学
生
女
子
の
部

１
位　

百
引
中
学
校		



52
分
29
秒

２
位　

松
山
中
学
校
陸
上
部
Ｗ	

54
分
30
秒

３
位　

高
山
Jr
陸
上
ク
ラ
ブ
Ａ	

57
分
10
秒
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サ
ワ
ー
ポ
メ
ロ
の
収
穫
祭
を
開
催

　

１
月
13
日
、
有
明
地
区
宮
塩
自
治
会
の

山
中
梓
さ
ん
（
80
歳
）
所
有
の
サ
ワ
ー
ポ

メ
ロ
園
で
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
﨑
田
む
ら
再
生
実
行
委
員
会
が
運
営

す
る
サ
ワ
ー
ポ
メ
ロ
の
オ
ー
ナ
ー
制
は
今

年
３
年
目
と
な
り
、
市
内
外
か
ら
53
組
の

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

収
穫
祭
に
は
約
40
組
の
オ
ー
ナ
ー
、

１
０
０
人
を
超
え
る
人
が
集
ま
り
、
５
月

に
抽
選
で
決
定
し
た
自
分
の
木
に
実
っ
た

サ
ワ
ー
ポ
メ
ロ
を
一
つ
ず
つ
収
穫
を
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
豊
作
で
一
本
の
木
に
４
０
０

個
程
が
実
り
、
ケ
ー
ス
に
一
杯
の
サ
ワ
ー

ポ
メ
ロ
を
何
回
も
自
動
車
に
運
び
な
が

ら
、
参
加
者
は
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た

　

１
月
10
日
、
山
重
小
学
校
近
く
の
国
道

２
６
９
号
線
で
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
志
布
志
地
区
交
通
安
全
協
会
有
明
支

部
（
山
元
康
行
支
部
長
）
が
、
志
布
志
警

察
署
の
協
力
で
行
い
ま
し
た
。

　

鹿
屋
方
面
か
ら
曽
於
市
方
面
に
向
か
う

自
動
車
を
止
め
、
交
通
安
全
の
チ
ラ
シ
と

市
内
で
収
穫
し
た
ミ
カ
ン
、
眠
気
覚
ま
し

の
ガ
ム
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
『
安
全

運
転
』
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

山
元
支
部
長
は
「
私
た
ち
の
こ
の
よ
う

な
活
動
が
交
通
事
故
撲
滅
の
一
助
に
な
れ

ば
と
思
い
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

１
０
０
セ
ッ
ト
準
備
し
た
チ
ラ
シ
等
は

30
分
程
で
配
布
を
終
わ
り
ま
し
た
。
市
民

の
皆
様
も
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

桜
２
５
０
本
を
植
樹　
　

八
野
校
区

　

１
月
20
日
、
八
野
校
区
公
民
館
（
北
村

美
次
公
民
館
長
）
で
は
、
地
域
の
景
観
作

り
の
た
め
八
野
小
学
校
の
近
く
の
休
耕
田

に
桜
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
本
さ
く
ら
の
会
が
実
施
し

て
い
る
桜
植
樹
事
業
に
、
公
民
館
が
一
昨

年
か
ら
応
募
し
て
い
た
も
の
で
、
昨
年
よ

う
や
く
採
用
さ
れ
、
同
会
か
ら
２
５
０
本

の
桜
と
御
影
石
の
記
念
碑
が
届
い
た
も

の
で
す
。

　

当
日
は
地
域
住
民
30
人
が
参
加
し
、
一

本
一
本
丁
寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。
来
年

の
春
に
は
桜
の
花
が
開
き
、
桜
の
名
所
と

な
り
そ
う
で
す
。

読
売
福
祉
文
化
賞
２
０
０
７
年
受
賞

　

１
月
29
日
、読
売
新
聞
社
東
京
本
社
で
、

読
売
福
祉
文
化
賞
２
０
０
７
年
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
し
ぶ
し
夢
し
ず
く
工
房
が
大

賞
３
件
に
選
ば
れ
、
賞
牌
と
活
動
支
援
費

を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
特
産
の
イ
モ
焼
酎
造
り
を

地
元
酒
造
会
社
や
農
家
の
協
力
を
得
て
、

原
料
の
サ
ツ
マ
イ
モ
や
米
の
栽
培
、収
穫
、

焼
酎
の
仕
込
み
、
瓶
詰
、
ラ
ベ
ル
張
り
ま

で
全
工
程
に
利
用
者
が
携
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
、
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
賞
は
、
障
害
や
ハ
ン
デ
を
持
つ
人

た
ち
も
「
健
常
者
と
共
に
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
楽
し
く
生
活
で
き
る
」
心
豊
か

な
福
祉
文
化
を
創
造
し
、
発
展
さ
せ
て
い

く
担
い
手
と
な
る
「
有
望
新
人
」
を
発
掘

す
る
も
の
で
、
今
回
で
５
回
目
と
な
り
ま

す
が
、
九
州
か
ら
大
賞
が
選
出
さ
れ
た
の

は
、
初
め
て
に
な
り
ま
す
。

地域の方が 1 本ずつ丁寧に植樹しました

大賞を受けた皆さん

お
い
し
い
お
茶
を
味
わ
っ
て

　

１
月
28
日
、
市
茶
業
振
興
会
有
明
支
部

有
明
茶
業
振
興
会
（
堀
口
泰
久
会
長
）
が

市
役
所
を
訪
れ
、
市
内
の
小
中
学
校
に
お

茶
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
お
茶
の
お
い
し
さ
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
志
布
志
市
は
県
内
２
位

の
生
産
量
を
誇
る
茶
の
産
地
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
同
振
興
会
が
以
前

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で
す
が
、
昨

年
ま
で
の
有
明
地
区
に
加
え
、
今
回
、
初

め
て
市
内
の
全
25
校
に
贈
り
ま
し
た
。

　
「
今
回
、
振
興
会
で
は
50
㌕
の
お
茶
の

葉
を
準
備
し
ま
し
た
。
市
内
の
子
ど
も
た

ち
が
少
し
で
も
お
茶
に
興
味
を
も
っ
て
、

日
常
生
活
に
お
茶
を
取
り
入
れ
て
く
れ
た

ら
良
い
で
す
ね
」
と
堀
口
さ
ん
は
話
し
て

い
ま
し
た
。
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

多くのランナーが一本のタスキに思いを込めて一斉にスタートしました（一般の部）

デッドヒートを繰り広げる小学生の部

タスキをつなぐ中学生

小春日和のもとバーベキューを楽しみました

ドライバー一人ひとりに安全運転を呼びかけました

おいしいお茶を味わってほしいと贈りました
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市
内
各
地
で
鬼
火
焚
き

　

鬼
火
焚
き
は
、
昔
か
ら
伝
わ
る
新
年
の

行
事
で
、竹
の
櫓

や
ぐ
ら

に
火
を
つ
け
、竹
が
「
パ

チ
パ
チ
」「
パ
ー
ン
パ
ー
ン
」
と
破
裂
す

る
音
で
鬼
を
追
い
出
し
、
そ
の
年
を
無
病

息
災
で
過
ご
す
と
い
う
行
事
で
す
。

　

１
月
12
日
、
松
山
町
新
橋
校
区
で
は
市

役
所
松
山
支
所
近
く
の
水
田
で
鬼
火
焚
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

以
前
は
、
自
治
会
で
行
っ
て
い
た
鬼
火

焚
き
で
し
た
が
、
高
齢
化
や
人
口
の
減
少

に
よ
り
開
催
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
新
橋
校
区
鬼
火
焚
き
実
行

委
員
会
（
野
村
広
志
会
長
）
で
昨
年
か
ら

鬼
火
焚
き
を
行
い
、
今
年
で
２
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

保
育
園
の
園
児
に
よ
る
お
遊
戯
や
大
声

大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
婦
人
部
に

よ
る
ぜ
ん
ざ
い
も
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

皆
で
初
日
の
出
登
山
！　

潤
ケ
野
小

　

潤
ヶ
野
緑
の
少
年
団
員
と
潤
ヶ
野
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
約
40
人
が
毎
年
恒
例
の
初
日
の
出
登

山
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

１
月
１
日
、
午
前
５
時
30
分
、
小
学
校

に
集
合
し
、
宮
崎
県
と
の
境
に
あ
る
笠
祇

山
を
お
よ
そ
１
時
間
か
け
て
登
り
ま
し

た
。
山
頂
の
笠
祇
神
社
に
初
詣
を
し
、
お

互
い
年
始
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
ま
し

た
。
頂
上
に
は
氷
が
張
り
、
汗
も
あ
っ
と

い
う
間
に
ひ
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

午
前
７
時
30
分
頃
雲
の
隙
間
か
ら
初
日

の
出
が
見
え
る
と
ど
こ
か
ら
と
も
な
く

「
万
歳
」
を
叫
ぶ
声
が
あ
り
、
一
斉
に
万

歳
三
唱
を
行
い
ま
し
た
。「
今
年
も
家
族

全
員
が
健
康
で
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
」
と

御
来
光
に
願
い
を
込
め
恒
例
の
初
日
の
出

登
山
を
終
了
し
ま
し
た
。

「
き
の
こ
の
森
」
で
椎
茸
栽
培

　

１
月
18
日
、
出
水
中
学
校
の
１
年
生
の

生
徒
７
人
が
総
合
的
な
学
習
の
一
環
と
し

て
ク
ヌ
ギ
の
木
を
原
木
に
椎
茸
の
菌
種
の

駒
打
ち
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
ウ
ス
カ
ワ
ゴ
ロ
モ
の
研
究

や
文
部
科
学
省
グ
ロ
ー
ブ
事
業
モ
デ
ル
指

定
校
と
し
て
活
動
を
行
う
な
ど
、
積
極
的

に
自
然
環
境
と
の
か
か
わ
り
の
学
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
環
と
し

て
、
校
内
に
「
き
の
こ
の
森
」
が
あ
り
、

毎
年
椎
茸
の
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
駒
打
ち
し
た
椎
茸
を
収
穫
で
き

る
の
は
約
２
年
後
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

間
、
生
徒
達
は
同
校
区
の
自
然
環
境
を
守

る
活
動
を
行
う
と
い
い
ま
す
。

　

生
徒
達
は
「
電
気
ド
リ
ル
は
怖
か
っ
た

け
ど
、
椎
茸
の
収
穫
を
す
る
の
が
楽
し
み

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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手
作
り
カ
ル
タ
で
故
郷
を
再
発
見
！

　

１
月
18
日
、
森
山
小
学
校
（
中
村
芳
子

校
長
）
で
全
校
児
童
17
人
に
よ
る
カ
ル
タ

取
り
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
カ
ル
タ
取
り
大
会
に
向
け
、
全
校

児
童
が
毎
年
、
小
学
校
や
地
域
を
題
材
に

し
た
札
を
一
枚
ず
つ
手
作
り
し
、
古
い
札

と
入
れ
替
え
て
い
き
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
全
校
児
童
で
「
お
正
月
」

を
歌
っ
た
後
「
お
っ
と
び
っ
く
り
ヘ
ビ

に
ょ
ろ
り
ん
」「
む
か
し
か
ら
み
ん
な
な

か
よ
し
森
山
校
区
」
な
ど
、
一
人
ひ
と
り

自
分
の
作
っ
た
札
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

カ
ル
タ
取
り
大
会
で
は
、
東
康
樹
教
諭

が
取
り
札
を
表
現
し
た
文
言
を
読
み
上
げ

る
と
、
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
ら
れ
た

札
を
子
ど
も
た
ち
は
一
生
懸
命
取
り
合
い

ま
し
た
。

自
作
和
紙
で
卒
業
証
書

　

１
月
18
日
、
伊
﨑
田
小
学
校
の
６
年
生

児
童
の
13
人
が
地
域
に
伝
わ
る
伊
﨑
田
和

紙
の
紙
す
き
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

伊
﨑
田
和
紙
は
昭
和
40
年
代
ま
で
は
地

元
の
特
産
品
と
し
て
製
造
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
し
ば
ら
く
途
絶
え
て
い
た
も
の
を

昭
和
61
年
に
伊
﨑
田
和
紙
保
存
会
（
田
中

昭
臣
会
長
）
が
復
活
さ
せ
、
子
ど
も
達
に

伝
統
を
受
け
継
が
せ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
保
存
会
の
田
中
会
長
と
堀
口
典

夫
さ
ん
が
同
小
を
訪
れ
、
簀す

げ
た桁
を
使
っ
た

紙
す
き
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も

達
は
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら
も
一
枚

一
枚
丁
寧
に
紙
を
す
い
て
い
ま
し
た
。

　

中
水
尚
史
さ
ん
は
「
簀
桁
は
見
た
目
よ

り
軽
か
っ
た
け
ど
緊
張
し
ま
し
た
。
卒
業

式
が
楽
し
み
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

県
内
一
早
い
春
祭
り

　

２
月
３
日
、
田
之
浦
山
宮
神
社
で
鹿
児

島
県
内
で
一
番
早
い
と
い
わ
れ
る
ダ
ゴ
祭

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ダ
ゴ
花
は
米
粉
で
つ
く
っ
た
色
鮮
や
か

な
団
子
で
、
今
年
は
同
校
区
の
11
自
治
会

と
田
之
浦
小
学
校
児
童
の
作
っ
た
計
12
本

の
「
ダ
ゴ
花
」
が
お
宮
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
宮
前
の
広
場
で
は
、
同
神
社

に
伝
わ
る
神
舞
26
段
の
う
ち
７
段
が
神
舞

保
存
会
に
よ
り
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
社
に
は
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
も

あ
る
神
舞
の
写
真
を
撮
ろ
う
と
多
く
の
写

真
愛
好
家
も
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

神
舞
が
終
わ
る
と
、
飾
ら
れ
て
い
た
ダ

ゴ
花
が
境
内
に
運
ば
れ
、
多
く
の
見
物
人

が
我
先
に
と
手
を
伸
ば
し
ダ
ゴ
を
手
に
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
ダ
ゴ
を
食
べ
る
と
１

年
間
無
病
息
災
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

お宮前の広場では多くの神
か ん め

舞が奉納されました

ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
志
布
志
公
演

　

１
月
22
日
、
劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
、
新
作

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
地
震
・
カ
ミ
ナ
リ
・
火
事
・
オ
ヤ
ジ
」

の
公
演
が
市
文
化
会
館
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
愛
す
る
地
域
を
守
る
た
め

に
奮
闘
す
る
消
防
団
員
の
姿
を
通
し
て
、
家
族
や
人
と

人
の
つ
な
が
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ

さ
せ
る
作
品
で
し
た
。

　

本
物
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
会
場
い
っ
ぱ
い
の
客
席
か

ら
は
拍
手
や
笑
い
が
沸
き
起
こ
り
舞
台
と
会
場
が
一
体

に
な
り
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

観
客
か
ら
は
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
元
気
を
も

ら
っ
た
」「
ま
た
見
た
い
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
『
新
し
い
ま
ち
で
・
新
し
い
仲
間
と
・
新
し
い
感
動

を
！
』
を
テ
ー
マ
に
こ
の
公
演
を
取
り
組
ん
だ
実
行
委

員
長
の
牧
枝
み
ゆ
き
さ
ん
は
「
こ
の
公
演
で
人
と
人
と

が
助
け
合
う
素
晴
ら
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
取
り
組
み

を
通
じ
て
多
く
の
方
と
ふ
れ
あ
い
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
の

活
性
化
の
一
助
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市消防団ラッパ隊の入場行進によるオープニング（写真左：実行委員長牧枝みゆきさん）

安楽山宮神社元旦祭

　１月 1 日、安楽山宮神社で元旦
祭が行われました。
　この元旦祭は、年の初めを清める
もので、長い伝統があります。後継
者不足で、一時は途絶えたこともあ
りましたが、現在は、地域の方の手
により毎年行われています。
　元旦祭では、神事が執り行われた
後、獅子舞や浦安の舞、刀舞が奉納
されました。
　雨が降っていましたが、傘を差し
た参拝客が、新しい年の初めを祈っ
ていました。

多くの地域の方による刀舞の奉納

高さ 20㍍に迫る竹のやぐらに一斉に点火しました

氷の張っている笠祇山の山頂で記念写真撮影

生徒は慣れた手つきで 菌種の駒打ちを行いました

子どもたちは体育館に広げられたかるたを取りました

小学校の思い出の一つに手作りの卒業証書作り
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３
月
３
日
は
、
耳
の
日
で
す
。
耳
の
日

は
、
昭
和
31
年
に
社
団
法
人
日
本
耳
鼻
咽

喉
科
学
会
が
制
定
し
た
記
念
日
で
す
。

　

一
般
の
人
々
が
耳
に
関
心
を
持
ち
、
耳

の
病
気
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
健
康
な

耳
を
持
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
、
あ
る

い
は
、
耳
の
不
自
由
な
人
々
に
対
す
る
社

会
的
な
関
心
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

耳
の
病
気
に
は
、
耳
が
痛
い
だ
け
で
は

な
く
め
ま
い
な
ど
を
引
き
起
こ
す
も
の
も

あ
り
ま
す
。
ひ
ど
く
な
っ
て
し
ま
う
と
耳

が
聞
こ
え
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
月
は
、
有
名
な
歌
手
も
か
か
っ
て
い

る
こ
と
で
最
近
話
題
に
な
っ
た
突
発
性
難

聴
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
突
発
性
難
聴
と
は

　

字
の
と
お
り
突
然
起
こ
る
難
聴
の
一
つ

で
す
。
特
別
な
き
っ
か
け
も
な
く
ほ
と
ん

ど
の
場
合
は
片
方
の
耳
が
あ
る
時
突
然
に

聞
こ
え
づ
ら
く
な
る
病
気
で
す
。

　

全
国
で
治
療
を
受
け
て
い
る
人
は
、
年

間
２
万
４
千
人
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
統
計

的
に
は
40
～
50
代
、
女
性
に
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
近
年
10
～
30
代
や
男
性
の
例
も

多
く
な
っ
て
お
り
、
年
齢
や
性
別
に
お
い

て
の
差
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

■
原
因
は

　

毛
細
血
管
の
血
流
が
妨
げ
ら
れ
内
耳
に

血
液
が
十
分
届
か
ず
に
機
能
不
全
を
引
き

起
こ
す
と
い
う
内
耳
循
環
障
害
説
、
ス
テ

ロ
イ
ド
剤
（
感
染
症
に
対
し
て
抗
炎
症
作

用
を
持
つ
）
が
効
果
を
だ
す
こ
と
か
ら

ウ
ィ
ル
ス
感
染
を
原
因
と
す
る
説
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
も
原
因
の
一
つ
で

は
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
分
野
と
し
て
は

あ
ま
り
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。

■
症
状
は

　

軽
度
～
重
度
の
難
聴
と
耳
鳴
り
な
ど
が

中
心
で
、
そ
れ
に
加
え
て
音
が
「
異
常
に

響
く
」「
割
れ
る
」「
二
重
に
聞
こ
え
る
」

「
音
程
が
狂
う
」
な
ど
、人
に
よ
っ
て
様
々

な
症
状
が
現
れ
ま
す
。
め
ま
い
や
吐
気
を

訴
え
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
メ
ニ
エ
ル
氏

病
と
間
違
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で

す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
片
側
の
み
に
発
症

し
ま
す
が
、
ま
れ
に
両
側
性
と
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。　
　

　

発
症
時
は
「
耳
が
ふ
さ
が
っ
て
い
る
よ

う
だ
（
耳
閉
感
）」「
耳
に
水
が
入
っ
た
よ

う
な
感
じ
が
取
れ
な
い
」
な
ど
の
訴
え
の

た
め
難
聴
と
気
付
か
な
い
こ
と
が
多
く
、

勘
違
い
や
誤
診
に
よ
り
治
療
が
遅
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で

す
。

ま
た
突
然
の
失
聴
に
よ
る
精
神
的
負
担
は

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
外
見
的
に
障

害
が
見
ら
れ
ず
周
囲
の
理
解
が
得
ら
れ
に

く
い
こ
と
に
加
え
、
健
康
体
か
ら
の
突
然

の
発
症
か
ら
く
る
シ
ョ
ッ
ク
や
、
耳
の
異

常
を
常
時
自
覚
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、

深
刻
な
ス
ト
レ
ス
と
精
神
的
苦
痛
を
常
に

強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
治
療
と
そ
の
後

　

適
切
な
早
期
治
療
と
安
静
が
重
要
で

す
。
症
状
を
覚
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に

耳
鼻
咽
喉
科
の
専
門
医
の
診
断
を
受
け
る

こ
と
で
す
。
一
般
的
に
は
発
症
か
ら
約
２

週
間
以
内
が
治
療
開
始
限
度
と
言
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
過
ぎ
る
と
治
癒
の
確
率
は

大
幅
に
低
下
し
ま
す
。
薬
剤
に
よ
る
治
療

開
始
が
早
い
ほ
ど
、
そ
の
後
の
症
状
に
大

き
な
差
が
出
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
気

に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
早
め
に
病
院
受
診

を
し
ま
し
ょ
う
。　

　

症
状
が
軽
い
例
や
早
期
に
治
療
を
開
始

し
た
場
合
の
予
後
は
比
較
的
良
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
完
治
し
た
場
合
で
も
何

年
も
経
っ
て
か
ら
再
発
し
症
状
が
進
行
す

る
よ
う
な
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
耳
の
病
気
で
多
い
も
の
に
は
、

熱
を
出
し
て
耳
が
痛
く
な
る
病
気
（
中
耳

炎
）
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
病
気
で
も
、
異
常
に
気
付
き

早
く
治
療
す
る
こ
と
が
、
大
事
で
す
。
一

生
お
付
き
合
い
す
る
自
分
の
耳
を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
。

耳
の
日
な
ら
び
に

　
　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
週
間
公
開
講
座

■
日
時　

３
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　

鹿
児
島
市
勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

第
１
会
議
室 

（
７
Ｆ
）

■
内
容
（
予
定
）

●
第
一
部
「
難
聴
～
よ
り
良
い

　
　
　
　
　
　
　

聞
こ
え
を
求
め
て
～
」

１
．
聞
こ
え
の
し
く
み
と
難
聴　
　

２
．
補
聴
器
と
人
工
内
耳
の
正
し
い
理
解

　
　

の
た
め
に　

●
第
２
部　
「
花
粉
症
・

　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
最
新
治
療
」

１
．
花
粉
症
の
う
そ
・
ほ
ん
と 　

２
．
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
で
気
を
つ

　

け
る
こ
と　

■
参
加
費　

無
料（
整
理
券
が
必
要
で
す
）

■
対
象
者　

一
般
市
民　

定
員
１
０
０
人

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

●
鹿
児
島
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科

　

先
進
治
療
科
学
専
攻
感
覚
器
病
学

　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
耳
鼻
咽
喉
科
学
）

　

〒
８
９
０
ー
８
５
２
０

　
　

鹿
児
島
市
桜
ヶ
丘
８
丁
目
35
ー
１

　

℡
０
９
９
ー
２
７
５
ー
５
４
０
９

　

Fax
０
９
９
ー
２
６
４
ー
８
２
９
６

　

E-m
ail:entjm

@m
.kufm

.kagoshim
a-u.ac.jp

（
※
２
月
18
日
よ
り
受
け
付
け
開
始
し
ま
す
）

ベ
ル
ギ
ー
の
ヤ
ン
・
デ
プ
レ
ー
テ
ル
氏
が
参

加
し
、市
民
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
12
月
２
日
に
行
わ
れ
た「
志

布
志
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
IN
有
明
」
で
も

同
じ
く
国
際
交
流
IN
志
布
志
を
行
い
、
前

回
の
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン

ト
体
験
も
行
い
、
多
く
の
方
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市

内
在
住
の
外
国
人
も
多
数
参
加
し
、
民
族

衣
装
体
験
や
バ
ン
プ
ー
ダ
ン
ス
の
手
伝
い

も
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

 　

今
回
の
活
動
を
通
し
て
、
志
布
志
市

に
は
世
界
中
か
ら
多
く
の
人
が
在
住
し
て

い
る
こ
と
に
関
係
者
も
改
め
て
驚
く
と
と

も
に
、
国
際
交
流
都
市
の
実
現
に
手
ご
た

え
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 　

今
後
は
、
世
界
の
味
店
、
民
族
服

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
民
族
文
化
交
流

等
、
ま
つ
り
の
一
部
で
は
な
く
、、
国
際

交
流
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
さ
ら
に
活

動
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

九
州
唯
一
の
「
中
核
国
際
港
湾
」
で
あ

る
志
布
志
港
を
物
流
の
拠
点
と
し
、
東
ア

ジ
ア
全
体
の
中
心
に
位
置
す
る
志
布
志
市

か
ら
新
し
い
発
想
と
企
画
で
「
人
と
物
と

技
術
・
情
報
」
の
交
流
に
よ
り
国
際
交
流

都
市
を
目
指
す
。
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
国
際
交
流
拠
点
づ
く

り
と
新
産
業
お
こ
し
を
テ
ー
マ
に
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
調
査
研
究
及

び
実
践
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、

市
で
は
企
画
政
策
課
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
会
議
委
員
と
と
も
に
市
内
の
イ
ベ
ン
ト

等
に
参
加
し
「
国
際
交
流
IN
志
布
志
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
11
日
に
は
「
大
隅
の
國
や
っ

ち
く
松
山
藩
秋
の
陣
ま
つ
り
」の
会
場
で
、

鹿
屋
民
族
館
や
鹿
児
島
県
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
の
協
力
で
行
っ

た
「
ビ
ー
ズ
で
国
旗
つ
く
り
」
や
「
民

族
衣
装
体
験
」「
バ
ン
プ
ー
ダ
ン
ス
」
に

３
０
０
人
程
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
、
や
っ
ち
く
松
山
藩
に
よ
る
国

際
青
少
年
音
楽
祭
の
一
環
で
、
武
者
行
列
に

　

地
域
づ
く
り
に
は
良
き
リ
ー
ダ
ー
の
存

在
が
不
可
欠
で
す
。

　

今
月
は
、
先
月
に
引
き
続
き
リ
ー
ダ
ー

養
成
塾
で
学
ん
だ
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　

人
が
地
域
の
人
を
動
か
す
に
は
、
リ
ー

ダ
ー
が
た
だ
単
に
『
命
令
』
し
て
も
、
目

先
の
状
況
は
解
決
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
「
真
の
志
」
が
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
そ
の

地
域
の
人
の
意
識
は
変
わ
ら
ず
発
展
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

や
は
り
、人
を
動
か
す
に
は
「
情
」、「
感

動
」
が
大
切
で
す
。
そ
の
２
つ
を
生
み
出

す
に
は
、
地
域
の
人
を
よ
く
知
っ
て
お
く

「
予

か
ね
て

」
が
大
切
で
す
。「
予
」
を
知
る
こ
と

で
、「
人
財
」を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

地
域
の
人
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
に
出
番
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
日
常
す
べ
て
が
地
域
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
継
続

し
続
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
「
使

命
感
」
と
「
責
任
感
」
を
も
っ
て
い
な
い

と
で
き
な
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
参

加
し
て
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
森

吉
弘
さ
ん
か
ら
は
、
話
す
こ
と
の
プ
ロ
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
双
方
向

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。行
政
の
説
明
は
、

一
般
的
に
話
す
調
子
が
平
坦
で
、
一
方
的

な
説
明
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
聞
き
手
と

の
「
間
」
の
大
切
さ
、「
伝
え
る
」
と
い

う
こ
と
の
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。ま
た
、話
す
こ
と
へ
の
プ
ロ
意
識
、「
自

分
も
話
を
す
る
前
に
は
、
す
ご
く
練
習
す

る
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
と
き
に
、
今
ま

で
の
自
分
の
住
民
に
対
す
る
説
明
等
を
反

省
す
る
と
と
も
に
、
意
識
を
改
め
て
、
今

後
の
業
務
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
リ
ー
ダ
ー
の
十
カ
条
を
紹
介

し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
実
践
し
て
素
敵

な
「
ふ
る
さ
と
」
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
、
つ
ら
い
時
こ
そ
笑
う
べ
し

二
、
か
ね
っ
か
ら
人
財
発
見
す
べ
し

三
、
人
の
言
に
逆
ら
う
べ
か
ら
ず

四
、
情
報
を
人
に
い
っ
か
す
べ
し

五
、一
人
で
す
る
な
百
人
で
す
べ
し

六
、
こ
ど
も
の
目
と
八
十
の
知
恵
を
生
か

　
　

す
べ
し

七
、
リ
ー
ダ
ー
を
次
の
世
代
へ
継
ぐ
べ
し

八
、
涙
と
汗
で
人
の
心
を
動
か
す
べ
し

九
、
言
葉
に
魂
を
入
れ
る
べ
し

十
、
己
の
力
で
地
域
を
攪か

く
は
ん拌
す
べ
し

耳
の
話

〜
突
発
性
難
聴
に
つ
い
て
〜

多くの市民も国際交流を楽しみました

秋の陣まつりに参加

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり
柳
谷
町
内
会
へ
の
視
察
Vol.2

国
際
交
流
の
ま
ち
志
布
志
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

豊重哲郎柳谷町内会長による講義の様子
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21 世紀は環境の世紀 ! 未来の子ども達に美しい地球を残すことは今を生きる私たちの責任です。

地
球
環
境
問
題
「
関
心
あ
る
」
9
割

毎
日
の
よ
う
に
地
球
環
境
問
題
が
新
聞
紙

上
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
７
月
の
内
閣
府
が
行
っ
た
地

球
環
境
問
題
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
に
よ
る
と
9
割
近
く
の
人
が
地
球
環

境
問
題
に
「
関
心
が
あ
る
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
地
球
環
境
が
悪
く
な
る
の
を

防
ぐ
た
め
に
ど
ん
な
行
動
を
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
あ
る
世
論
調
査
の
結
果
を
み

て
み
る
と
、
国
民
の
8
割
～
9
割
の
人
が

照
明
や
冷
暖
房
を
こ
ま
め
に
消
し
た
り
止

め
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
小
中
学
生
、
高
校
生
そ
し
て
一

般
あ
る
い
は
事
業
者
を
対
象
と
し
て
、
１

月
に
環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
集
計
が
済
み
次
第
早
急

に
公
表
し
ま
す
。

割
り
箸
は
環
境
破
壊
す
る
の
？

　

弁
当
を
買
っ
た
と
き
や
お
店
に
食
事
に

行
っ
た
と
き
な
ど
当
た
り
前
の
よ
う
に
出

て
く
る
の
が
割
り
箸
で
す
。

　

一
年
間
に
消
費
さ
れ
る
割
り
箸
は
約

２
４
０
億
膳
。
う
ち
96
㌫
が
輸
入
割
り
箸

で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
国
産
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

中
国
か
ら
の
輸
入
割
り
箸
の
多
く
は
中

国
北
部
で
森
林
を
い
っ
せ
い
に
伐
採
し
て

作
ら
れ
、
伐
採
後
は
植
林
せ
ず
農
地
へ
と

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
す
。

　

そ
の
た
め
砂
漠
化
や
洪
水
な
ど
の
被
害

が
増
大
し
て
お
り
、
中
国
政
府
は
「
森
林

保
護
」
の
た
め
輸
出
を
制
限
す
る
施
策
を

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、熱
帯
林
か
ら
と
れ
た
割
り
ば
し
は
、

組
織
が
弱
く
す
ぐ
折
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
ま

り
流
通
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は「
マ
イ
箸
運
動
」っ

て
知
っ
て
い
ま
す
か
？
自
分
の
箸
を
持
ち

歩
き
、
外
食
す
る
際
に
割
り
箸
を
使
わ
な

い
で
こ
の
自
分
の
箸
を
使
っ
て
食
事
を
し

た
り
す
る
こ
と
で
す
。

　

ご
み
の
減
量
に
も
な
り
、
割
り
箸
に
残

留
す
る
防
か
び
剤
や
漂
白
剤
の
健
康
被
害

の
心
配
も
な
く
な
り
ま
す
。

　

以
前
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
す
る

時
に
自
分
の
箸
を
持
っ
て
い
く
人
は
ご
く

稀
で
し
た
が
、
最
近
は
大
分
見
か
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
き
っ
と
、
環

境
問
題
に
つ
い
て
『
自
分
た
ち
に
で
き
る

こ
と
』
を
考
え
実
践
す
る
人
が
増
え
て
き

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
割
り
箸
い
り
ま
せ
ん
、
マ
イ
箸
持
っ

て
い
ま
す
か
ら
」「
買
い
物
を
す
る
時
は

い
つ
も
マ
イ
バ
ッ
グ
よ
ね
」
と
い
っ
た
生

活
習
慣
の
改
革
や
気
持
の
切
り
替
え
が
今

こ
そ
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

よ
う
な
行
動
が
「
新
し
い
積
極
的
な
生
活

ス
タ
イ
ル
」
だ
と
思
い
ま
す
。

も
の
を
大
切
に
人
を
大
切
に

　

今
や
「
使
い
捨
て
」、「
便
利
さ
」
を
追

い
求
め
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
環

境
を
考
え
る
と
ど
ち
ら
が
い
い
の
か
」
を

考
え
る
べ
き
で
す
。

　

も
の
を
大
切
に
す
る
心
は
、
人
を
大
切

に
す
る
心
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
良
好
な
地
域
社
会
も
形
成
さ
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

皆
さ
ん
も
今
日
か
ら
新
し
い
積
極
的
な

生
活
ス
タ
イ
ル
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

野
焼
き
の
禁
止
に
つ
い
て

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
に
つ
い
て
は
、
種

類
や
素
材
に
応
じ
て
資
源
ご
み
ま
た
は
一

般
ご
み
と
し
て
排
出
、
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処

理
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い

ま
す
が
、
度
々
、
自
宅
の
敷
地
内
や
畑
で

焼
却
し
て
い
る
と
の
通
報
が
入
り
ま
す
。

　

家
庭
用
の
ご
み
や
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル

を
焼
却
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

お
り
罰
則
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

こ
れ
ら
を
焼
却
す
る
と
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

な
ど
の
有
害
物
質
が
発
生
す
る
な
ど
、
私

た
ち
市
民
の
生
活
や
農
作
物
な
ど
に
多
大

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

み
ん
な
が
住
み
よ
い
環
境
を
築
い
て
い

く
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

●
志
布
志
支
所
市
民
課
環
境
衛
生
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

●
松
山
支
所
市
民
課
環
境
衛
生
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
２
４
）

■問い合わせ先　市役所環境政策課　℡ 474-1111（内線 131）

　

今
回
は
、
私
が
勤
務
し
て
い
る
水
・
大

気
環
境
局
の
地
下
水
・
地
盤
環
境
室
の
こ

と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
室
長
の
藤
塚
さ
ん
で
す
が
、
過

去
に
セ
ネ
ガ
ル
（
ア
フ
リ
カ
）
や
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
勤
務
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

語
学
が
と
て
も
堪
能
で
す
。
ま
た
、
昨
年

の
秋
に
発
足
し
た
水
大
気
環
境
局
の
国
際

協
力
推
進
室
長
も
併
任
し
、
地
球
温
暖
化

対
策
の
仕
事
も
行
っ
て
お
り
、
毎
日
忙
し

い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

室
長
補
佐
の
佐
藤
さ
ん
は
、
国
土
交
通

省
か
ら
出
向
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
こ
と

に
詳
し
く
、
湧
水
、
地
盤
沈
下
、
国
際
関

係
な
ど
様
々
な
業
務
を
担
当
し
て
お
り
、

室
内
の
調
整
役
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
宮
下
係
長
で
す
。
宮
下
係
長
も
国

土
交
通
省
か
ら
の
出
向
で
、
地
盤
沈
下
、

国
際
関
係
の
業
務
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、環
境
省
で
は
「
平
成
の
新
名
水
百
選
」

を
選
定
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
準
備
を
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
人
の
係
長
の
西
前
さ
ん
は
、
私

の
直
属
の
上
司
で
、
二
児
の
母
で
も
あ
り

ま
す
。
水
質
関
係
や
硝
酸
性
窒
素
関
係
、

湧
水
関
係
、
国
際
関
係
を
担
当
さ
れ
て
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
留
学
経
験
も

あ
り
語
学
も
堪
能
で
、
昨
年
別
府
で
行
わ

れ
た
「
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、
と
て
も
流

ち
ょ
う
な
英
語
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
環
境
省
職
員
で
あ
る
田
中
さ

ん
で
す
。
田
中
さ
ん
は
、今
年
１
月
に「
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
環
境
省
に
入
省
し
、
地

下
水
室
に
来
た
ば
か
り
で
、
前
任
者
の
業

務
を
引
き
継
ぎ
、
室
内
の
予
算
関
係
を
担

当
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
と
同
じ
く
自
治
体
か
ら
来
て
い
る
方

は
、
私
の
ほ
か
に
２
人
い
ま
す
。

　

熊
本
市
の
兼
平
さ
ん
は
、
水
質
関
係
を

担
当
し
、
全
国
の
自
治
体
担
当
者
と
の
連

絡
を
行
っ
て
い
ま
す
。
法
律
に
も
大
変
詳

し
く
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、
よ

く
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

　

富
山
県
射
水
市
の
長
面
さ
ん
は
、
地
盤

沈
下
、「
新
名
水
百
選
」
の
担
当
で
、
準

備
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。彼
ら
と
は
、各
々

の
自
治
体
の
様
子
等
を
話
し
て
情
報
交
換

を
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
加
藤
さ
ん
で
す
。
加
藤
さ
ん
は
、

仕
事
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
朝
早
く
か

ら
、様
々
な
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

旅
費
な
ど
の
庶
務
の
仕
事
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
最
後
に
吉
川
さ
ん
で
す
。
吉
川
さ

ん
は
、海
外
に
長
く
住
ま
れ
て
い
た
た
め
、

英
語
は
堪
能
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
英
訳

の
仕
事
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
私
の
職
場
に
は
、
様
々
な

職
歴
や
能
力
を
持
っ
た
方
が
集
ま
っ
て
お

り
、
職
場
の
皆
さ
ん
と
接
す
る
だ
け
で
非

常
に
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ

ら
に
多
く
の
刺
激
を
受
け
、
様
々
な
知
識

を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
３
回　

野
井
倉
さ
ん

　
「
自
分
の
地
域
は
き
れ
い
に
す
る
」
と

い
う
心
が
け
は
、
良
好
な
地
域
社
会
を

作
っ
て
い
く
こ
と
に
大
変
大
き
な
役
目
を

果
た
し
ま
す
。
今
、
環
境
問
題
が
正
念
場

で
す
。
あ
な
た
も
で
き
る
こ
と
か
ら
挑
戦

し
ま
せ
ん
か
！

　

今
回
、
紹
介
す
る
野
井
倉
さ
ん
は
有
明

町
野
神
の
県
道
広
域
農
道
と
県
道
５
２
３

号
線
沿
い
で
マ
イ
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
、
日
曜
日
に
１
時
間
以
上
か
け
て

自
宅
周
辺
の
道
路
約
３
㌖
の
ご
み
を
拾
っ

て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
が
長
く
、
交
通
量
も

多
い
た
め
落
ち
て
い
る
ご
み
の
量
は
と
て

も
多
く
、
コ
ー
ス
の
途
中
で
一
度
自
宅
に

帰
っ
て
新
し
い
袋
に
取
り
換
え
て
後

半
を
回
り
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
我
が
家
か
ら
始
め
よ
う
エ
コ
ラ

イ
フ
55
説
明
会
に
参
加
し
た
時
「
こ

れ
な
ら
私
に
も
で
き
そ
う
だ
」
と
、

も
と
も
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
て

い
た
の
で「
歩
い
て
健
康
に
な
っ
て
、

ま
ち
も
き
れ
い
に
な
る
な
ら
一
石
二

鳥
」
と
参
加
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

交
通
量
が
多
い
た
め
ご
み
の
量
が

多
く
、
特
に
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
が
多
い

と
い
い
ま
す
。「
驚
く
の
は
紙
お
む
つ
で
、

な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
道
端
に
捨
て
て
い
く
の
か

不
思
議
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

ご
み
を
拾
う
こ
と
は
苦
痛
で
は
な
い
と

い
い
ま
す
が
、
目
の
前
で
ご
み
を
捨
て
ら

れ
る
と
さ
す
が
に
心
が
痛
み
ま
す
。
ま
た

「
い
つ
も
ご
苦
労
さ
ん
」
と
声
を
か
け
ら

れ
る
と
と
て
も
う
れ
し
い
と
話
し
ま
す
。

　

も
と
も
と
掃
除
が
好
き
だ
と
い
う
野
井

倉
さ
ん
は
、
現
在
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
登
録
し
て
市
内
の
施
設
の
掃
除
を

主
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
仲
間
に
も
ク

リ
ー
ン
ロ
ー
ド
大
作
戦
の
呼
び
か
け
を
行

い
ま
し
た
。
何
人
か
の
方
は
賛
同
し
て
、

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
元
気
に
歩
け
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
80
歳
に
な
っ
て
も
90
歳
に
な
っ
て

も
、
体
力
が
続
く
限
り
こ
の
活
動
を
続
け

ら
れ
れ
ば
幸
せ
で
す
」
と
話
す
野
井
倉
さ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
づ
く
り
を
兼
ね
て

「
マ
イ
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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新
し
い
積
極
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を
！

交通量が多いためごみの量も多いです

環
境
省
で
勉
強
し
て
い
る
吉
井
啓
剛
主
事
の

レ
ポ
ー
ト
を
定
期
的
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

マイ箸で環境を守りましょう

ごみは適正に処理をしましょう！

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！



■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 265）

　
「
農
業
は
土
作
り
が
何
よ
り
も
大
切
で

す
」
と
採
れ
た
て
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
手

に
話
す
草
清
さ
ん
（
有
明
町
野
神
）
は
、

こ
の
道
24
年
目
の
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。現
在
、

約
４
㌶
の
畑
で
有
機
栽
培
を
行
っ
て
お

り
、
収
穫
時
期
を
迎
え
大
忙
し
の
毎
日
で

す
。
収
穫
は
２
月
末
頃
ま
で
続
き
ま
す
。

　

草
清
さ
ん
が
現
在
の
有
機
農
法
を
取
り

組
み
始
め
た
の
は
「
消
費
者
の
健
康
の
た

め
に
何
か
で
き
な
い
か
」
と
の
考
え
か
ら

で
、
長
い
年
月
の
間
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
て
現
在
の
化
学
肥
料
を
一
切
使
わ
な
い

有
機
栽
培
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

近
く
に
は
畜
産
農
家
が
多
く
、
収
穫
後

に
は
、
そ
の
堆
肥
を
た
っ
ぷ
り
と
畑
に
入

れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
野
菜
に
必
要

な
栄
養
分
を
畑
に
入
れ
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
牧
草
（
ソ
ル
ゴ
・
と
う
も
ろ
こ
し
）

を
育
て
、
そ
の
成
長
し
た
牧
草
を
そ
の
場

で
裁
断
し
、
２
か
月
程
し
て
か
ら
畑
に
す

き
込
み
緑
肥
と
す
る
た
め
で
す
。

　
「
こ
う
す
る
こ
と
で
、
微
生
物
が
た
く

さ
ん
入
り
畑
の
循
環
を
促
し
、
循
環
に

よ
っ
て
必
要
な
栄
養
素
が
で
き
て
い
く
」

と
草
清
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
ま
た
、
ソ
ル

ゴ
は
根
が
深
い
の
で
、
有
機
肥
料
を
吸
収

し
て
も
ら
う
の
と
同
時
に
、
土
を
し
っ
か

り
と
分
解
し
て
も
ら
う
と
い
う
効
果
が
あ

る
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
連
作
障
害
を
防
ぐ
目
的
も
あ
り
ま
す
。

　

好
奇
心
旺
盛
な
性
格
で
、
産
業
廃
棄
物

に
つ
い
て
勉
強
を
し
た
時
に
現
在
の
有
機

農
法
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
だ
と
い
い
ま

す
。
ま
た
、
多
く
の
友
人
と
情
報
交
換
を

行
い
「
安
心
・
安
全
」
な
作
物
作
り
の
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
何
で
も
や
る
前
に
結
果
を
決
め
つ
け

る
の
は
よ
く
な
い
」
と
机
上
の
論
理
に
は

疑
問
を
投
げ
か
け
、
挑
戦
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
訴
え
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
未
来
の
子
ど
も
達
の
健
康
の
た
め
に
有

機
農
法
に
取
り
組
み
続
け
ま
す
。

ブロッコリーの出来栄えを喜ぶ草清さん

Vol15.草清重信さん（57 歳）

農業は土づくりが大切と緑肥を使った長年研究した独自の有機農法に取り組む草清さん（有明町野神の畑にて牧草の裁断作業の様子）
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平
成
19
年
11
月
号
で
お
伝
え
し
ま
し
た

志
布
志
港
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
活
動
の
後

半
、
大
連
編
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

大
連
と
は
？

　

大だ
い
れ
ん連

（
ダ
ー
リ
ェ
ン
、D

alian

）
は
中

華
人
民
共
和
国
遼
寧
省
の
南
部
、
遼
東
半

島
先
端
部
に
位
置
し
て
お
り
、
西
は
渤
海

湾
、
東
は
黄
海
に
囲
ま
れ
、
海
を
隔
て
て

山
東
半
島
が
あ
り
ま
す
。 

ほ
ぼ
北
緯
39

度
に
あ
っ
て
、
日
本
の
仙
台
市
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
、
ワ

シ
ン
ト
ンD.C.

、
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
市

と
同
じ
よ
う
な
緯
度
で
す
。

大
連
港
と
志
布
志
港

　

現
在
、大
連
港
と
志
布
志
港
の
間
に
は
、

神
原
汽
船
の
コ
ン
テ
ナ
専
用
船
が
週
に
一

度
の
ペ
ー
ス
で
寄
港
し
て
お
り
、
主
に
中

国
産
の
稲
わ
ら
を
志
布
志
港
に
運
ん
で
い

ま
す
。
稲
わ
ら
は
、
肉
牛
の
え
さ
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
大
連
港
を
視
察
し
ま
し
た
が
、

遼
寧
省
と
内
モ
ン
ゴ
ル
の
一
部
貨
物
を
取

り
扱
う
港
で
す
。
コ
ン
テ
ナ
に
つ
い
て
は

平
成
18
年
で
２
５
０
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
志
布
志

港
の
40
倍
以
上
を
取
り
扱
い
ま
す
。

（
※
Ｔ
Ｅ
Ｕ
…Tw

enty feet Equivalent 
U

nit

の
略
で
、
20
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ

１
つ
を
１
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
し
て
換
算
す
る
。）

稲
わ
ら
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
!!

　

今
回
の
訪
問
の
目
的
の
ひ
と
つ
、
新
し

い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
た
稲
わ
ら
工
場
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
国
産
稲

わ
ら
の
安
心
・
安
全
を
高
め
る
た
め
、
新

し
い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
新
工
場
の

稼
動
が
19
年
８
月
か
ら
始
ま
っ
た
か
ら
で

す
。

　

工
場
の
責
任
者
は
、「
今
回
の
シ
ス
テ

ム
は
、
安
心
・
安
全
に
は
特
段
の
配
慮
を

し
て
い
る
。
日
本
の
政
府
が
大
連
に
常
駐

し
て
い
て
、
検
査
官
の
試
験
を
合
格
し
た

物
だ
け
が
輸
出
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
」
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
を
終
え
て

　

今
回
の
視
察
は
、
志
布
志
港
と
中
国
と

の
航
路
の
充
実
の
た
め
行
い
ま
し
た
。
現

在
、
中
国
は
今
年
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
ほ
か
平
成
22
年
の
上
海
万
博
等

を
控
え
、
目
覚
し
い
発
展
を
続
け
て
い
ま

す
。
今
回
の
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
で
は
、
志

布
志
港
の
発
展
の
た
め
、
中
国
と
の
貿
易

の
重
要
性
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。

上
海
・
大
連
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス　

～
大
連
編
～

　牧草をすき込む直前の畑を見る
市役所職員。この時点でも畑の土
は柔らかいようです。この後、ト
ラクターで耕し、ブロッコリーの
苗を定植させます。

たくさんのコンテナがひしめきあう大連の港

現場見学会の様子



志布志市介護予防講演会　文化会館自主文化事業

■問い合わせ先　教育委員会 生涯学習課　Tel 472-1111（内線 333）　

平成 19 年度　志布志市生涯学習フェスティバル

■プロフィール

　「平成の駆け込み寺」として、家出・
不登校・ひきこもり・いじめ・自傷行為
などの問題を抱える思春期の子どもたち
を無償で預かり、子どもの自立と社会復
帰を支援する。TV や雑誌でも、その取
り組みが紹介されるなど、注目を集め、
これまでに 399 人の子どもたちを更正
させた熱血和尚です。廣中 邦充さん 北原 照久さん

2 月は生涯学習推進月間です
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■生涯学習推進大会
　● 2月 23 日（土）　9:00 ～	 開会行事・表彰・学習発表
	 生涯学習まちづくり講演会「やんちゃ和尚の転んだら起きればいい！」
	 　　　　　　　　　　　　　（浄土宗・西居院住職　廣中　邦充さん）
■生涯学習グランドフィナーレ
　● 2月 23 日（土）13:00 ～	 講座生学習発表・開会行事・生涯学習表彰
　	 生涯学習まちづくり文化講演会「夢への挑戦！～好きだから一生懸命～」
 	 　　　　　　　　　　　　　（横浜ブリキのおもちゃ博物館館長　北原　照久さん）
■講座生の舞台発表　　　　　　　● 2月 24 日（日）9:30 ～
■各機関パネル・講座生作品展示　● 2月 23 日（土）・24 日（日）
※「生涯学習ふれあい体験」「各種バザー」「お楽しみ抽選会」等が予定されています。生涯学習の一日をお楽しみください。

■プロフィール

　テレビ東京「なんでも鑑定団」でおなじ
みの横浜ブリキのおもちゃ博物館館長。中
学校の頃、目標も夢もなく、街を徘徊する
日々が続き、何度も補導され、挙句の果て
に学校を退学となる。そんな自分を救って
くれたのが母の前向きな言葉。「ありがと
う、母さん」感謝の言葉は人間が生み出し
た最高傑作。そんな人生を熱く語ります。

講師の紹介

　

創
年
と
子
ど
も
の
交
流
の
た
め
の
指
導

者
養
成
セ
ミ
ナ
ー
『
し
ぶ
し
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｉ
Ｋ

Ｉ
夢
発
見
塾
』
が
１
月
19
日
、
72
人
が
参

加
し
、
志
布
志
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
ふ
る
さ
と
の
伝
統

文
化
を
学
び
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
よ
う

と
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
！
語
り
部
養
成
講

座
」
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
姶
良
の
地
域
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
の

麓
宏
吉
さ
ん
が
「
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、

体
験
が
少
な
い
。
体
験
に
よ
っ
て
生
き
る

知
恵
が
身
に
付
く
。
私
た
ち
創
年
（
新
た

な
人
生
に
挑
戦
す
る
生
涯
現
役
を
目
指
す

人
々
の
呼
称
）
は
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た

知
恵
を
創
年
と
子
ど
も
の
ま
ち
づ
く
り
に

積
極
的
に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
体
験
談

を
も
と
に
基
調
提
言
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
の
『
ふ
る
さ
と
の
民
族
資
料
に
学
ぶ

～
子
ど
も
の
遊
び
に
み
た
歳
時
記
～
』
で

は
聖
徳
大
学
准
教
授
の
神
谷
明
宏
先
生
が

「
創
年
は
余
計
な
お
節
介
を
し
ま
し
ょ
う
。

欧
米
の
文
化
を
安
易
に
取
り
入
れ
る
ば
か

り
で
な
く
、
日
本
人
が
大
事
に
し
て
き
た

文
化
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人
ら

し
さ
を
持
続
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、

創
年
が
積
極
的
に
伝
統
行
事
を
通
し
、
若

い
親
と
子
育
て
に
関
わ
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
が
人
と
暮
ら
し
と
生
命

を
繋
げ
て
い
く
生
活
を
伝
え
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

演題：～健康で長生きのコツ教えます～「がんばらない」けど「あきらめない」

鎌 田  實  講 演 会
（諏訪中央病院名誉院長／チェルノブイリ連帯基金理事長）
■経歴　
1948 年	 東京に生まれる　1974 年  東京医科歯科大学医学部卒業
1974 年	 長野県諏訪中央病院にて地域医療に携わる
1988 年	 諏訪中央病院の院長に就任
	 一貫して「住民とともにつくる医療」を提案、実践
	 15 年間、チェルノブイリの救護活動に参加
1994 年	 その活動で『信濃毎日新聞賞（国際医療協力）』受賞
2000 年	 『平和・協同ジャーナリスト基金奨励賞』受賞
2001 年	 ベラルーシ共和国大統領より『フランチェスカ・スコーリヌイ勲章』を受賞
2006 年	 『読売国際協力賞』を受賞

期日　平成 20 年 3 月 21 日（金）
開演　18:30（開場 18:00）
会場　志布志市文化会館ホール
※入場は無料ですが、整理券が必要に
　なります。（自由席）
【取扱所】…市文化会館・やっちくふ
れあいセンター・市役所売店・（株）島津
・三昧堂・くにみ書店・サンポートし
ぶしアピア・市内郵便局（簡易郵便局
を除く）

■問い合わせ先
　本庁保健課　℡474-1111（164）
　文化振興課　℡472-1111（340）

視
聴
覚
教
育
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

　

1
月
19
日
、
平
成
19
年
度
県
自
作
視
聴

覚
教
育
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
及
び
ア
マ
チ
ュ

ア
ビ
デ
オ
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
、

鹿
児
島
市
の
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
市
か
ら
は
作

品
が
4
点
出
品
さ
れ
、
優
秀
賞
、
優
良
賞
、

努
力
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
自
作
視
聴
覚
教
育
教
材
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
県
内
か
ら
63
品
の
応
募
が
あ

り
、
本
市
の
原
田
＆
佐
藤
グ
ル
ー
プ
「
技

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」
が
優
秀
賞
、
穂
満
グ

ル
ー
プ
「
総
合
的
な
学
習
（
職
場
体
験
学

習
に
つ
い
て
の
Ｈ
Ｐ
）」
が
優
良
賞
、
二

宮
グ
ル
ー
プ
「
お
し
え
て
じ
い
ち
ゃ
ん
ば

あ
ち
ゃ
ん
」
福
永
グ
ル
ー
プ
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
昆
虫
標
本
」
共
に
努
力
賞
と
、
出
品
し

た
す
べ
て
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
原
田
＆
佐
藤
グ
ル
ー
プ
の
優
秀

賞
は
、
旧
志
布
志
町
時
代
か
ら
志
布
志
市

に
か
け
て
初
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
優
秀
賞
の
原
田
＆
佐
藤
グ
ル
ー

プ
の
作
品
は
、
平
成
20
年
度
９
月
に
行
わ

れ
る
全
国
視
聴
覚
教
育
教
材
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
品
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
視
聴
覚
教
育
研
究
会
の
ご

活
躍
と
視
聴
覚
教
育
分
野
に
お
け
る
益
々

の
発
展
を
期
待
し
ま
す
。

古
き
良
き
伝
統
の
風
を
も
う
一
度
地
方
か

ら
吹
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
熱
く
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
福
留
強
先
生
（
聖
徳
大

学
教
授
）
の
『
ふ
る
さ
と
歳
時
記
、
語
り

部
の
意
義
』
で
は
、「
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
今
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
創
年
が
、
年

中
行
事
の
意
味
を
正
し
く
伝
え
な
が
ら
、

体
験
を
通
し
、
子
ど
も
と
親
を
巻
き
込
ん

だ
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
組
む
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
」
と
結
ば
れ
ま

し
た
。
そ
の
あ
と
、『
ふ
る
さ
と
歳
時
の

発
掘
と
ま
と
め
方
』
を
テ
ー
マ
に
七
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
志
布
志
に
独
自
に
残
る
歳
時
の
掘

り
起
こ
し
と
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
表
に
会

場
は
終
始
、
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

受
講
者
の
刀
坂
由
美
子
さ
ん
は
「
志
布

志
に
住
み
な
が
ら
知
ら
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
。
も
っ
と
聞
き
取
り
調
査
し
、
子

ど
も
た
ち
に
歳
時
を
正
し
く
伝
え
て
い
き

た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

ワークショップに花が咲く

ユニークな発表で会場は笑いの渦に

２月23日（土）
24日（日）出かけよう集いの中へ

広げよう学びの輪

優秀賞の原田＆佐藤グループ
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ふ
る
さ
と
の
伝
統
文
化
を
学
ぶ
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し
ぶ
し
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夢
発
見
塾
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　本市の「おにぎり大作戦」で
も推進しているとおり、1日の
エネルギーの源は朝食です。本
市の子どもたちは、全国に劣ら
ず、朝食をきちんととっている
ようです。これからは、さらに
栄養のバランスも考えると良い
でしょう。

　「私は子どもを信じていま
す。」この言葉は一見、良さそ
うに見えますが、「しつけ」な
しの信頼は、子どもにとっての
不幸に他なりません。一例では
ありますが、テレビやゲームの
時間を決めている家庭は、全国
でも本市でも少ないようです。

　基本的には保護者の判断によ
りますが、教育関係者は皆、口
をそろえて好ましくないと答え
ています。Ｑ２でも明らかなよ
うに、モラルやメールに関する
しつけの不十分さから子どもへ
の被害だけでなく、子ども自身
が加害者になるケースも発生し
ています。問いにある「通話や
メール」以前の問題を保護者は
真剣に考えるべきでしょう。

　全国平均に比べ、本市の中学
生は運動量が少ないようです。
事実、文科省が実施している「児
童生徒体力・運動能力調査」で
も本市の子どもたちは瞬発力や
柔軟性が弱い傾向にあるとの結
果が出ています。

～平成１９年度「全国学力・学習状況調査」の結果（その２）～
　今月も、先月に引き続いて「全校学力・学習状況調査」についての紹介をいたします。1月号では主に本市の小
学生、中学生の学力の結果について説明しましたので、今回は生活面における調査の中から、特に「家族とのふれ
あい」をキーワードにして、全国と比較してみたいと思います。

Ｑ１　１日のエネルギーの源は？

Ｑ２　家庭でのきまりは？　

Ｑ３　携帯電話は持たせてもよいのですか？　

Ｑ４　運動やスポーツの量は足りていますか ?　

　　　　Ｑ５　家庭でのコミュニケーションは？　

　　　　Ｑ６　地域とのふれあいは？　

　　　　Ｑ７　私たち志布志市の大人はこれからどうあればいいの ?　

　本市の子どもたちは、手伝いを
している方だと言えます。これは、
親がしつけの一つとして「させて
いる」結果の表れであると考えら
れます。
　しかし、手伝いはしていながら、
親子の会話については小学生より
中学生の方が少ないようです。中
学生は心身の成長に伴い、自分を
見つめる時期に入っています。理
想と現実の間（はざま）で悩み、
苦しみ、大人を拒否する場合もあ
りますが、人生の先輩である親の
適切なアドバイスは大切です。勇
気を持って接してください。

　志布志市は全国的に見ても、地
域行事が盛んであると言えます。
大人を子どもが知り、子どもも大
人を知っている町づくりが、気負
うことなくできています。「気持
ちのふれあう町づくり」あいさつ
に関する調査にその結果が表れて
います。

　子どもの人生は大人の教育に関わっています。家庭における人格形成づくりの基盤の上に学校教育は成り立っ
ており、学校教育における友だちや教師など、多くの人々との体験的活動を通した学習により生活力は培われて
いきます。２か月に渡って、子どもの学力や生活面についてお伝えしてきましたが、これだけの分析で、志布志
市の子どもたちのすべてを把握するには不十分な面があります。しかし、志布志市の大人と子どもが共に考えて
いかなければならない教育（共育）について、少しは御理解いただけたのではないでしょうか。
　志布志市教育委員会では、これからも子どもたちの健全育成のために努力を続けてまいります。
　御意見・御感想がありましたらいつでも御連絡いただきますよう、よろしくお願いします。

■問い合わせ先　志布志市教育委員会　℡ 472-1111( 内線 322，323)　E-mail gakkoukyouiku@city.shibushi.lg.jp

　聞き分けのある大人であると
同時に、聞き分けのない大人で
あるべきです。
　右のグラフでは、大人から注
意されたことのない子どもが多
い、という結果が表れています。
大人と子どものふれあいが良好
な私たちの町では、大人と子ど
もの信頼関係もできています。
だからこそ、大人の本心から来る言葉は、子どもの心に響くはずです。
　わがままは許されないことや、社会のルールを守ることの大切さを厳しく教えるべきであると考えます。筋の
通った厳しいしつけは本当の思いやりであり、究極の愛情です。自信を持って注意し、そして、やさしく語りか
けてください。

平成１９年度「全国学力・学習状況調査」を振り返って
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心のふれあう共育を！



27　市報しぶし■ 2008.2

　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
と
は
、

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
の
利
用
を
減
ら
し
、
二

酸
化
炭
素
な
ど
の
排
気
ガ
ス
を
抑
え
て
動

く
自
動
車
の
こ
と
で
、
最
近
注
目
さ
れ
て

い
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
や
電
気
自
動

車
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

環
境
に
優
し
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
動
車
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
皆
様
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
市
民
の
４
割
を
超
え
る
方
が
導
入
に

積
極
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
既
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
て
、
市
と
し
て
も
積

極
的
に
導
入
し
、広
報
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
に
普
及
が
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
具
体
的
に
市
公
用
車
へ
の
導

入
を
検
討
し
ま
し
た
。

【
想
定
条
件
】

●
導
入
の
台
数
…
…
…
…
…
…
…
…
５
台

●
従
来
車
の
燃
費
…
…
…
…
…
10
㌖
／
㍑

●
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の
燃
費

…
…
…
…
20
㌖
／
㍑

【
概
略
収
支
】

●
ガ
ソ
リ
ン
単
価
…
…
…
１
４
７
円
／
㍑

（
平
成
20
年
１
月
現
在
県
内
レ
ギ
ュ
ラ
ー

ガ
ソ
リ
ン
平
均
価
格
）

●
経
費
削
減
量
…
…
…
１
１
０
万
円
／
年

●
車
輌
予
想
価
格
（
補
助
適
用
後
）

…
…
６
７
５
万
円
／
５
台

※
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
と
通
常

の
車
輌
と
の
価
格
差
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

【
環
境
効
果
】

●
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
削
減
量

　
　
　
　

…
…
１
万
７
４
０
０
㌕
／
年

●
ド
ラ
ム
缶
換
算
原
油
削
減
量

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
34
本
／
年

　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の
広
報

や
、環
境
問
題
へ
の
啓
発
と
な
り
ま
す
が
、

５
台
以
上
の
同
時
購
入
と
い
う
補
助
制
度

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

中
小
水
力
発
電
と
は
、
大
型
の
ダ
ム
を

使
う
水
力
発
電
で
は
な
く
、
水
道
管
の
中

の
水
流
や
、
水
路
の
わ
ず
か
な
落
差
を
利

用
し
て
発
電
す
る
小
規
模
な
（
１
０
０
０

㌗
以
下
）
水
力
発
電
の
こ
と
で
す
。

　

志
布
志
市
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
存
在
量

の
中
で
、
中
小
水
力
発
電
の
占
め
る
割
合

で
は
１
・
３
㌫
と
わ
ず
か
で
す
が
、
公
共

施
設
等
へ
の
電
力
供
給
に
つ
い
て
は
十
分

な
量
が
存
在
し
ま
す

の
で
、
具
体
的
に
検

討
を
し
ま
し
た
。

【
想
定
条
件
】

●
流
量
…
…
…
…
…
…
…
２
・
０
㎥
／
秒

●
フ
ラ
ン
シ
ス
水
車
出
力
…
…
７
２
３
㌗

●
耐
用
年
数
…
…
…
…
…
…
…
15
年
以
上

【
概
略
収
支
】

●
予
想
収
支
…
…
…
９
３
７
４
万
円
／
年

　
（
業
務
用
電
力
Ａ
の
平
均
単
価
を
適
用
）

●
シ
ス
テ
ム
価
格
（
補
助
適
用
後
）

…
…
…
…
５
億
５
０
０
８
万
円

【
環
境
効
果
】

●
予
想
発
電
量
…
…
６
３
３
４
Ｍ
Wh
／
年

　
（
約
１
３
２
０
世
帯
／
年
分
）

●
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
削
減
量

　
　
　
　
　

…
…
３
５
１
５
㌧
／
年

●
ド
ラ
ム
缶
換
算
原
油
削
減
量
…

　
　
　
　
　
　
　

…
…
８
０
９
１
本
／
年

　

公
共
施
設
へ
電
力
を
供
給
す
る
こ
と

で
、
経
費
削
減
や
、
ま
た
災
害
時
の
非
常

用
電
源
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
が
、
水
利

権
の
交
渉
や
売
電
先
と
の
打
ち
合
わ
せ
が

必
要
で
す
。

次
回
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
・
啓
発

活
動
や
、
今
後
の
導
入
推
進
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

新エネルギー導入構想について③
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■問い合わせ先　志布志市立図書館 　Tel 472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

図 書 館

情

報
■休館日（休館日は本館及び各分館・移
　動図書館車の全てが休みになります）
○ かみふうせん読み聞かせ会	 14 時〜
○ 本館読み聞かせ会	 14 時～

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

新刊案内
■「ズッコケ中年三人組 age42」那須　正幹　著

　架空の町の稲穂県ミドリ市花
山町を舞台にした「ズッコケ三
人組」シリーズ。ハチベエ、ハ
カセ、モーちゃんも 42 歳。今
回はモーちゃんの娘とハチベエ
の長男にまつわる物語。フォー
クデュオ・ゆずも登場する。

■「ブルーバレンタイン」　新堂　冬樹　著
　手塚アリサ、20 歳。幼い頃、
青いペンダントをつけた男に家
族を暗殺された彼女は、暗殺組
織に育てられ、バレンタインと
いうコードネームで怖がられて
いた。やがて、家族を殺した男
に繫がる任務につく・・・。携
帯小説を書籍化。

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「大河ドラマ　篤姫」

各分館の読み聞かせ会
■２月 16 日（土）
　�������������������午後１時～　有明分館（改善センター内）
■２月 2����������� 日���������� （土）・16 ����日���（土）
　�������������������������午後２時～　松山分館（やっちくふれあいセンター内）

今月のテーマ図書
「あったか料理」

読み聞かせサークル「つくしんぼ」結成

　この度、新たに読み聞かせサークル「つくしんぼ」が誕
生しました。
　メンバーは有明地区のみなさんを中心に男性 1人、女性
8人の計9人です。代表者は有明在住の春田良子さんです。
現在は、乳児健診時のブックスタートでの読み聞かせが中
心ですが、今後は活動の場を広げていきたいとのこと。
　元気いっぱい、楽しくがモットー。ご活躍を期待します。

1
8

土

休館日カレンダー（本館）

March　3 月
日 月 火 水 木 金 土

2 3 4 5 6 7
9 10 11 12 13 14 15

February　2 月
日 月 火 水 木 金
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29

○

○

16 17 18 19 20 21 22

○
○

○

【お詫び】1月号で掲載しました、クリスマス読書会の期日が 29 日となっておりましたが 22 日の間違いでした。訂正して、お詫びい
　　　　  たします。

お願い図書館の本は、市民の大
事な財産です。図書資料

を紛失したり、破損等のないよう大切に利
用しましょう！（最近ペットによる破損が
多く見受けられますので注意してください）
※紛失や破損等は、必ず窓口にご相談下さい。

図 書 館 ま つ り 開 催
● 2月 23 日（土）午後   ２時～
　読み聞かせ会（本館会議室）
● 2月 24 日（日）午前 10 時～
　ブックマーケット（本館正面玄関前広場）
■読書感想文・感想画コンクール特選作品を展示します。

2月23日（土）・24日（日）

　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
動
車
の
導
入
構
想

市では環境に優しい「新エネルギー」の導入を目指し
ています。これまで導入に向けた各種調査結果、アン
ケート結果、導入の基本方針などについて紹介してき
ました。今月は導入の基本方針に基づいた具体的な導
入構想についての最後の紹介となります。

読み聞かせサークル「つくしんぼ」の皆さん

30.6%

8.0%29.6%

27.0%

1.7%

0.3%

0.3%

2.5%

すでに導入している　
(ハイブリッド車)
すでに導入している　
(電気自動車)
すでに導入している　
(その他)
導入してもよい　　　
(ハイブリッド車)
導入してもよい　　　
(電気自動車)
導入してもよい　　　
(その他)
導入するつもりはない

自動車の内容が分から
ない

クリーンエネルギー自動車の導入について（新エネルギーアンケートより）

主なクリーンエネルギー自動車

昨年のブックマーケットの様子

本を大切に！

フランシス水車の仕組み
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■問い合わせ先　企画政策課企画調整係　℡ 474-1111（内線 254）

　

中
小
水
力
発
電
の
導
入
構
想



メタボリックシンドロームとは内臓脂肪の蓄積により、高脂血症や糖尿病、高血圧症を合併する症候群のことをいいます。 

通常使われるＢＭＩ（体格指数）ではなく、腹囲を用います。腹囲はおへその高さで測ります。

生活習慣の改善からはじめる、メタボリックシンドローム予防

①の肥満に加えて②～④のなかで２項目以上が当てはまると、メタボリックシンドロームと診断さ
れます。また、②～④の中で１項目だけ当てはまっていれば、いまのうちに当てはまる項目を増や
さないように気をつけることが大切です。

腹囲：男性85cm以上 腹囲：女性90cm以上
あなたは大丈夫ですか？

あなたは大丈夫ですか？下の表でメタボリックシンドロームの自己診断をしてみましょう！
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■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　Tel 474-1111（内線 250・256）
　「男女共同参画に関する住民意識調査報告書」は、市のホームページや図書館、公民館で閲覧することができます。

「
志
布
志
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
（
案
）」
に
対
す
る
ご
意
見
募
集

を
終
了
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
た
め
に
、
男
女
が
と
も
に
認
め
合
い
い

き
い
き
と
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た

志
布
志
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画（
案
）

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
市
民
の
皆
様
の
意
見
を
行
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
、
計
画
案
に
対
す
る
ご
意
見
を

募
集
し
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
ご
意
見
は
、
計
画
策
定
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

計
画
書
に
つ
い
て
は
、
３
月
末
に
公
表

し
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
広
く
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１（
内
線
２
５
０
・
２
５
６
）

　

U
RL

：http://w
w

w
.city.shibushi.lg.jp

「
志
布
志
市
男
女
共
同
参
画
推
進

懇
話
会
委
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会

を
設
置
し
、
市
民
の
方
々
と
協
働
の
も
と

総
合
的
な
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
代
表
で
組
織
す
る
懇
話
会
で
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
に
あ
た
っ
て
の

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
研
究
、
協
議
等
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
18
年
度
・
19
年
度
の

懇
話
会
委
員
の
活
動
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民

意
識
調
査
問
題
の
研
究
、
計
画
内
容
の
協

議
、
市
長
へ
の
提
言
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
委
員
の
任
期
満
了
の
た
め
新
た

に
懇
話
会
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
公
募
委

員
の
方
を
５
名
募
集
し
ま
す
。
委
員
の
任

期
は
平
成
20
年
４
月
～
22
年
３
月
ま
で
の

２
年
で
す
。
な
お
、再
任
は
妨
げ
ま
せ
ん
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

「
男ひ

と女
が
と
も
に
認
め
合
い
、
い
き
い
き

と
輝
く
ま
ち
」
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り

へ
参
画
さ
れ
た
い
方
は
、
左
記
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

３
月
21
日
（
金
）
必
着

※
お
申
し
込
み
の
際
に
は
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

●
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１（
内
線
２
５
０
・
２
５
６
）

　

Fax
４
７
４
ー
２
２
８
１

E-m
ail

：kyoudousankaku@city.shibushi.lg.jp

み
ん
な
が
主
役
の
講
演
会
～
私
に
も

ひ
と
こ
と
言
わ
せ
て
～
」
を
開
催

　

２
月
９
日
、
午
後
１
時
か
ら
サ
ン
ポ
ー

ト
し
ぶ
し
ア
ピ
ア
で
「
み
ん
な
が
主
役
の

講
演
会
～
私
に
も
ひ
と
こ
と
言
わ
せ
て

～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
報
３
月
号
、
男
女
共

同
参
画
だ
よ
り
そ
れ
い
ゆ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
２
で
紹

介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
月
10
日
は

「
農
山
漁
村
女
性
の
日
」
で
す

　
「
農
山
漁
村
女
性
の
日
」
と
は
、
女
性

の
社
会
活
動
へ
の
参
加
を
促
し
、
21
世
紀

の
農
山
漁
村
の
発
展
に
向
け
、
女
性
の
役

割
を
正
し
く
認
識
し
適
正
な
評
価
へ
の
機

運
を
高
め
、
女
性
の
能
力
活
用
を
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
農
林
水
産
省
よ

り
昭
和
62
年
に
「
農
山
漁
村
婦
人
の
日
」

が
設
け
ら
れ
、
平
成
10
年
に
「
農
山
漁
村

女
性
の
日
」
と
改
め
、
女
性
の
能
力(

知

恵
、
技
、
経
験)

を
ト
ー
タ
ル
に
発
揮
で

き
る
よ
う
に
と
設
け
ら
れ
た
日
で
す
。

「
農
山
漁
村
女
性
の
日
」
が
3
月
10
日
と

決
め
ら
れ
た
の
は
、
3
月
上
旬
は
農
林
漁

業
の
作
業
が
比
較
的
少
な
い
時
期
で
あ

り
、
ま
た
、
古
く
か
ら
女
性
の
自
主
的
な

活
動
が
行
わ
れ
、
女
性
が
学
習
や
話
し
合

い
を
す
る
た
め
に
適
切
な
時
期
で
あ
る
こ

と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

女性支援相談室・フリーダイヤルをご利用ください
　女性支援対策室では、市内にお住まい又は勤務される女性を対

象に、女性相談員による相談・電話無料相談を行っています。

■相談室開設日：毎月第１・３水曜日午後１時～５時

■開設場所：有明農村環境改善センター内

■フリーダイヤル（平日、午前 8時 30 分～午後 5時）

　0120-7
な や む

86-0
お ご じ ょ

54
男女でつくる
うるおいと活力あるまち

男女共同参画社会
の実現を目指して
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松山地域
氏　名　 担 当 地 区

郡 セ ツ 子 西馬場三区、駅通り、城西団地、西馬場団地

中 原 雄 子 西馬場一区、馬場、わらびの、前田、馬場団地

大迫 チヅ子 射場、久保園、仮屋、草之瀬、東草之瀬

池田 ふみえ 東野久尾、野久尾、上野久尾、元まこも、まこも河床

豊 留  勉
宮田上、西豊留、中豊留、上
豊留、下豊留、井手間、上松、
あじさい団地

西 村 勝 憲
狩川一区、狩川二区、大谷、表、
川路三区、川路二区、川路一
区

堀之内 絹子 畑村釘、本町、元町、上町

今 市 悦 子 京ノ峯、南中、堀之内、川東、市ノ原、白坂、京ノ峯団地、

坂ノ上きよ子
川西、西ノ原、後町、畑中、
上西中、新西中、桜山団地、
みどり団地、西ノ原団地

原 口 和 任 川端、川中、池ノ上、宮ノ上、川北、内之野、なのはな団地

尾 上 徹 夫
中原、宮下、柏木、古渡、尾
野見住宅、、中原団地、さゆ
り団地、さくら団地

津曲 美奈子 下井手口、中井手口、上園、大谷、大野原、稲ケ迫、暁
山 下 治 子 大続、上中村、下中村
新 村 辰 郎 桃木、有野
徳 増  恵 主任児童委員
原 田 通 子 主任児童委員

志布志地域
氏��　�名 担������　�����当����　���地��　�区

飛松 真理子 上・中・下西谷�����、����中学校通
大 山 博 美 北大原
田 原 作 一 大原����、���南大原
松 﨑 三 朗 上・中・下・新田屋敷���、��宇都
下 村 絹 子 沢目記����������、���������高浜�������、������新屋敷���、��若宮

淵上 思無邪 上・中・下大性院�����、����上・下志
布志屋敷�������、������小渕����、���坂之上

坂 元 彦 麿 宝満�������、������天神����、���松原 
西 薗 則 子 上天神
後 藤 康 子 向川原���、��小浜
浜 崎 修 身 夏井　
閏 野 節 子 外之牧����������、���������益倉�������、������別府����、���二反野

岩﨑 アキ子 馬見ヶ塚���������、��������平和������、�����南高吉��、�毛
穴野

土 園 久 子 東・西弓場ヶ尾������、�����弓里���、��柳�、
下柳������、�����棚ヶ下がり

外 牧 廣 美 東・西横尾下�������、������横尾上���、��西内
之倉

森 山 久 雄 新道����������、���������金屋�������、������大諏����、���紺屋　

中山 泰一郎 上・下有明��������、�������仲町�����、����道場��、�西
町

又木 ナミ子 南下町����������、���������東・西水洗����、���上・下
八坂

池 之 上 保 上・中・下関屋������、�����関屋団地�、
海洋団地�����、����横町関屋

和 田 義 弘 上大黒１・２���������、��������中大黒１・２  
牧之瀨 和子 下大黒１・２・３����、���大浜東

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

ふ
る
さ
と

　

先
日
、
伊
﨑
田
中
学
校
の
還
暦
同
窓

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私

も
子
年
生
ま
れ
で
、
今
年
60
歳
と
な
り

ま
す
。
同
窓
生
が
１
３
０
人
い
る
中
で
、

地
元
に
残
っ
て
い
る
方
は
僅
か
12
人
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　

当
時
は
高
度
経
済
成
長
の
中
、
多
く

の
方
が
仕
事
を
求
め
て
都
市
部
へ
飛
び

立
ち
、
日
本
の
成
長
を
支
え
た
の
だ
と

い
う
事
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
「
う
さ
ぎ
追
い
し
か
の
山
」
で
始
ま

る
文
部
省
唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
の
歌
詞

に
「
志
を
は
た
し
て
い
つ
の
日
に
か
帰

ら
ん
」
の
一
節
が
あ
り
ま
す
。

　

今
、
故
郷
を
離
れ
て
い
る
多
く
の
方

も
心
の
中
に
は
い
つ
も
「
ふ
る
さ
と
」

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

現
在
、
総
務
省
で
は
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
に
つ
い
て
研
究
会
で
議
論
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
方
格
差
で
、

過
疎
な
ど
、
税
収
減
に
悩
む
地
方
自
治

体
に
格
差
是
正
を
推
進
す
る
た
め
の
新

構
想
で
、
菅
義
偉
総
務
相
が
平
成
19
年

５
月
に
創
設
を
表
明
し
た
も
の
で
す
。

　

地
方
で
は
、
個
人
に
対
す
る
人
材
育

成
の
コ
ス
ト
を
負
担
し
て
い
ま
す
が
、

卒
業
す
る
と
都
市
部
に
就
職
す
る
場
合

が
ほ
と
ん
ど
に
な
り
ま
す
。「
ふ
る
さ

と
納
税
」
が
創
設
さ
れ
れ
ば
「
こ
の
よ

う
な
矛
盾
や
格
差
を
無
く
し
た
い
」「
都

市
部
に
い
て
も
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
の

た
め
に
力
に
な
り
た
い
」
と
い
う
方
が

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
行
う
の
で
は
な

い
か
と
思
い
、
研
究
会
の
論
議
の
行
方

を
見
守
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
お
金
も
大
切
で
す
が
、
多

く
の
若
者
や
子
ど
も
た
ち
の
賑
や
か
な

声
が
市
内
各
地
で
聞
こ
え
る
「
ふ
る
さ

と
」
で
あ
る
こ
と
の
方
が
大
切
で
す
。

市
が
発
展
し
、
多
く
の
若
者
が
働
く
場

を
得
ら
れ
る
よ
う
な
政
策
を
今
後
も
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
今
年
は
「
北

海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
政
治
経

済
の
ほ
か『
環
境
問
題
』が
大
き
な
テ
ー

マ
の
一
つ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
志
布
志
市
は
、
日
本
一
の
ご

み
の
資
源
化
率
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
次
の
世
代
に
美
し
い
環
境
を
残

す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
の
こ
と

が
日
本
中
に
浸
透
す
る
こ
と
で
、
食
の
安

全
が
叫
ば
れ
て
い
る
農
畜
産
物
に
つ
い
て

も
、
き
っ
と
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
、
市

の
発
展
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

Ｃコ
マ
ー
シ
ャ
ル

Ｍ
で
「
知
っ
て
い
る
人
か
ら
し
て

い
る
人
へ
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま

す
。「
マ
イ
バ
ッ
ク
を
使
用
す
る
」「
ご

み
を
捨
て
な
い
」
等
、
知
っ
て
い
る
こ

と
を
実
行
す
る
だ
け
で
大
き
く
変
わ
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な「
き

れ
い
な
ま
ち
に
し
た
い
」
と
い
う
一
人

ひ
と
り
の
小
さ
な
行
動
が
大
き
な
う
ね

り
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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氏��　�名 担������　�����当����　���地��　�区
森 元 早 苗 上昭和����、���昭和台
町 田 益  範 昭和��������、�������新町１・２・３

吉 原 純 幸 上・下小西��������、�������駅通り����、���興和�、
大浜西

長 野 頼 子 水ケ迫団地��������、�������清水�����、����東清水�、
清水中央�����、����南清水 

藤 山 三 男 六月坂���、��香月
柳  政 利 町原

髙 吉  玲 子 朝日町����������、���������若浜�������、������若浜新生町�、
東町団地

風呂谷 一男 若浜中央・南・西������、�����大浜���、��渚町
平 田 行 廣 松波住宅�������、������高札����、���鳥井下

米 田� � � � �司 春 緑ヶ浜団地���������、��������若葉団地����、���寿町�、
稚子松��������、�������桜ヶ丘����、寿住宅

髙 吉  峯 行 曲瀬���������、��������中島������、�����高吉���、��大迫
木 元 久 夫 上門��������、�������上宮内����、���平城　
吉 松 辰 志 下宮内������、�����平床���、��前畑
黒 石 直 博 宮脇�����、����安良��、�曙
竹 田 憲 男 中宮���������� （2月 1日より新任）
祝田 由紀子 一丁田����、���上之浜

大 迫 力 雄 森山�����������、����������今別府�������、������山裾����、���道重�、
上道重

山内 ヒミ子 樽野��������、�������上樽野����、���橋之口
田 浦 安 徳 吉原�����������、����������牧野��������、�������田吹野����、���大久保
村 岡 政 美 平山���������、��������宮地������、�����上・下東谷
山 中 俊 雄 山久保�����������、����������井久保�������、������丸岡����、���大越 
谷元 ハル子 後谷���、��提口
溝 口 六 郎 柳井谷���������、��������田床������、�����天堤���、��鎌石
福 留  保 大川内�������、������中川内���、��片野
柳  ミ キ 子 潤ヶ野���������、��������福島渡�����、����上出水　
横 峯 聰 子 佐野����、���横峯 
北 村 美 次 池野�����������、����������倉園��������、�������馬庭�����、����八郎ヶ野
吉 徳 伸 一 主任児童委員　
大 脇 裕 子 主任児童委員
川野 千代子 主任児童委員

福祉に関する相談は各地区の民生委員、主任児童委員へ！

民生委員・児童委員及び主任児童委員変更のお知らせ

　平成 19 年 12 月 1 日に一斉改選が行われ、民生委員・
児童委員と主任児童委員が変更になりました。各委員の
任期は平成 22 年 11 月 30 日までの 3 年間です。各地区
の委員を紹介します。（敬称略）
■民生委員・児童委員
　高齢者や障害者（児）、児童など生活に困っている人や
援護を必要とする人の相談に応じたり、指導をします。
■主任児童委員
　児童福祉に関わることを専門的に担当します。地区の区域を担当する民生委員・児童委員と一体となり、各種相
談に応じます。
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志布志地域 有明地域
氏　名 担　当　地　区

福 岡  徹 菅牟田、風八重、室太郎、楢ヶ原、竹崎

福 留 文 雄 下縄瀬、上縄瀬、黒葛、牛ヶ迫、土江

黒 川 佑 子
東山之口、中山之口、西山之
口、中央、中山之口住宅、伊
崎田団地、伊崎田小前団地

寳永 イツ子 茗ヶ谷、宝永、飯野、丸岡、字尾
和 佐 俊 子 川路、宮塩、中野、本村
重 田 生 二 伊崎田鍋、久木迫、高下谷

森重 美保子 猜ヶ宇都、仮屋、小松、牧ノ内、小松の里、志陽

野口 スズ子 下野井倉、野井倉、共和、飯山　豊原、中次

岩 根 正 夫
中央吉村、中吉村、西吉村、
南吉村、中原　西穂成、野吉
住宅、吉村住宅、前原団地

曽 原 幸 子 穂成、土橋、坪山、早馬、東吉村、吉村、野吉、吉野

木村 美代子
上肆部合、中肆部合、下肆部
合、上高吉、高吉、第一上苑、
肆部合住宅、大角住宅

西山 祥一郎 通山、通山住宅、山下住宅、下通山、ラフォ -レ松原
八久保八重子 押切西、押切東、春日
久木井 洋子 蓬原中野、重田、上馬場

中 村 睦 子 片平、東大久保、西普現堂、上普現堂、普現堂

野 尻 ト ミ
西馬場、下馬場、蓬原団地、
西大久保、西上馬場、馬場、
大久保

榎添 登美子 下宇都、上宇都、平山、元平山、花立、上大久保

小 野 朱 実 宇都鼻、下宇都鼻、荷返、中須、供養松、宇都団地

北 村 政 治 東中組、西中組、高井田、西下、東下、前村、原田団地
安 藤 敦 子 東原東、東原中、東原西
宮 吉  涼 子 草野、宮下、立本、下原、岩瀬戸

東 條 詔 子 岩屋、頭方限、中方限、下方限　野神小住宅、野神団地
春 田 良 子 倉ヶ崎、曲、本地、水ノ谷

本 田  誠 下平野、上平野、柳谷、平野、山重団地、上山重、山重

篠 原 順 子 野神鍋、山重鍋、川添、田渕、稲荷下

樺 山 資 次 芝用、沢津ヶ峯、抜谷、清水、五ヶ丘、芝用住宅、新沢津ヶ峯
稲 付 利 昭 主任児童委員
安 水  忍 主任児童委員
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短
歌
（
南
船
松
山
短
歌
会
）

裸
足
で
は
呼
吸
す
る
土
も
踏
ま
ず
な
り
大
地
の
匂
ふ
つ
つ
じ
の
花
め
ぐ
り	

畑　

美
佐
子

ス
テ
ロ
イ
ド
止
め
し
リ
ウ
マ
チ
の
子
を
責
め
て
ゐ
る
ら
し
今
宵
は
ジ
ャ
ズ
の
高
鳴
り	

前
原　
　

恭

退
院
の
吾
が
家
の
障
子
も
張
り
替
へ
て
灯
明
点
す
嫁
の
手
さ
ば
き	

永
田
ミ
ツ
エ

年
越
の
蕎
麦
打
つ
度
に
姑
偲
ぶ
丸
く
広
が
る
技
に
お
よ
ば
ず	

隈
元　

チ
エ

天
然
は
や
っ
ぱ
り
い
い
ね
と
前
田
温
泉
カ
ジ
ロ
ガ
湯
と
う
そ
の
訳
は
知
ら
ず	

山
口　

良
子

思
い
出
を
た
ぐ
り
寄
せ
て
は
年
賀
状
読
み
か
え
す
な
り
日
だ
ま
り
の
縁	

野
口　

順
子

わ
が
庭
に
は
じ
め
て
採
れ
し
伊
予
柑
を
亡
き
子
に
供
う
る
つ
ぶ
や
き
な
が
ら	

石
橋　

道
子

さ
つ
ま
狂
句
（
有
明
町
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

孫ま
ご

曾ひ
ま
ご孫

名な
ま
え前

が
出で

ら
ん
女か

か房
も
高と

し齢	

丸
目
南
兵
衛

将さ
来
か
い
け
ん
な
い
か
知し

れ
ん
が
雛ひ

な
じ
ょ
ゆ
え

御
祝	

藤
後　

一
雄

茶ち
ゃ
わ
ん碗

洗あ

れ
一ひ

と

っ
じ
ゃ
っ
ど
ん
億よ

だ劫
き
こ
っ	

野
崎　

満
夫

飯め
し
ぢ
ゃ
わ
ん

茶
碗
丼ど

ん
ぶい
換か

え
た
伸ぬ

っ
盛ざ

か

い	

畑
山　

敏
昭

将さ

っ来
の
こ
つ
言ゆ

な
ち
婆ば

ば

ど
ま
昔む

か

し
ゅ
っ
言ゆ

っ	

宮
原　

照
見

短
歌
（
は
な
さ
い
短
歌
会
）

バ
ロ
ッ
ク
の
楽
の
音
低
き
冬
の
朝
凍
て
土
踏
ん
で
近
づ
く
は
誰
ぞ	

南　
　

史
郎

凛
と
し
た
杜
に
輝
く
初
日
の
出
無
病
息
災
太
鼓
奏
で
る	

内
山　

幸
夫

あ
く
ま
で
も
大
根
の
色
白
く
あ
り
無
垢
な
味
覚
が
旬
を
彩
る	

江
口
さ
く
ら

印
刷
の
賀
状
に
一
言
「
元
気
で
す
」
と
肉
筆
あ
り
て
心
潤
う	

折
田　

縫
子

成
人
式
和
服
に
似
合
う
髪
形
は
時
代
を
移
し
奇
異
に
う
つ
る	

小
宮　

展
子

は
だ
か
木
を
啄
ば
む
鳥
の
日
々
増
え
て
寒
に
怺
え
る
緑
萌
え
初
む	

西　
　

恭
子

冬
晴
れ
の
田
の
神
行
脚
ペ
ダ
ル
漕
ぎ
田
ご
と
の
小
鳥
仰
ぎ
つ
つ
ゆ
く	

肥
後　

洋
子

新
年
の
想
い
た
ぎ
ら
せ
元
旦
に
礎
固
め
歳
を
占
う	

満
園　

正
夫

俳
句
（
左
右
句
会
）

爺
と
婆
の
談
話
老
人
ホ
ー
ム
の
日
溜
に	

竹
田　
　

萍

ジ
ー
パ
ン
が
逆
さ
に
干
さ
れ
山
笑
う	

吉
田　

十
二

天
空
に
昇
れ
ず
蔦
の
霜
枯
れ
る	

若
松
田
鶴
子

文
明
は
ガ
ラ
ス
の
破
片
雪
こ
ん
こ
ん	

暉
峻　

康
瑞

身
も
て
余
す
テ
レ
ビ
つ
け
っ
放
し
の
冬
日	

肱
岡
ち
か
子

初
け
し
き
社
に
古
り
し
寄
進
塔	

東　
　

要
一

床
の
間
の
万
年
青
と
向
き
合
い
喜
寿
と
な
る	

天
水
美
保
子

清
貧
の
ど
こ
か
母
似
の
冬
す
み
れ	

藤
後
む
つ
子

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

縁
側
の
日
に
拍
手
の
お
元
日　

	

濱
松　

精
志

日
を
連
れ
て
雀
三
羽
や
初
賀
客	

河
野　

通
人

寒
椿
生
死
に
つ
い
て
ふ
と
思
ふ　
　

	

冨
山　

達
次

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
着
て
ま
ろ
や
か
に
な
り
に
け
り　

　

米
澤　

二
郎

瞑
想
と
思
惟
の
随

ま
に
ま

に
冬
銀
河	

森
下　

純
吐

数
の
子
や
膝
を
揃
え
て
三
世
代　
　

	

冨
山　

茂
子

す
れ
違
う
破
魔
矢
の
鈴
音
み
な
優
し	

北
野　

治
美

出
張
の
夫
の
荷
造
り
初
時
雨　
　
　

	

吉
村　

万
里

夢
あ
ら
ば
冬
の
北
斗
の
酌
に
汲
め	

和
田　

洋
文

由
ゆ か

香さん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（志布志町）19 歳
勤務先：介護職
趣味：ファッションに興味があります。
余暇の過ごし方：買い物（洋服大好きです！）や友達とおしゃべりを楽しんでいます！
今のお仕事はどうですか？：
　就職してまだ 1年も経っていませんが、介護の難しさと深さを今、実感しているところ
です。先輩方は、みなさん優しく親切にしてくださり、毎日楽しい日々を送っています。
夢は：いい女になる！！
志布志市に何を望みますか：もっと志布志市をアピールできるような名所を作ってほしいです。
友人から一言（隈元綾乃）：いつも笑顔で楽しそうに働いている「由香ちん」、しっかりし
ている様に見えて、ちょっとおっちょこちょいなところが、また可愛いです（笑）。
　これからも、今の様に仕事に全力で取り組んで、いい恋いっぱいして、もっと「いい女」
になってね♡ 2008.2 ■市報しぶし　32

　　正夫さん（92 歳）　フヂノさん（90 歳）　　松山町尾野見
　正夫さんは終戦後に大工として活躍し、数十棟の家を建てま
した。市内でも多くの方が今でもその家に住んでいるといいます。
とても元気な正夫さんでしたが「60 歳を機に区切りが良いので」
と大工の仕事を辞めました。

　その後は、約 30 年間ゲートボールに夫婦そろって参加し、県内外の
大会にも数多く出場しました。また、魚釣りや山芋掘りなども最近まで行っ

ていました。現在は、孫の飼っているイノシシの様子を見に行ってエサを与
えたりするのが日課で楽しみだといいます。
　また、好きな野球や相撲、時代劇といったテレビ番組が好きで、公民館で行
われるイキイキ教室で上映される映画を見るのを楽しみにしています。
　晩酌はしませんが、正夫さんはタバコを少しとフジノさんは薬用酒を少し楽
しむそうです。また、近くに子どもや孫も住んでいますが、食事は今でもフヂ
ノさんが作っています。
　たくさんの孫やひ孫が時々遊びに来るのを楽しみに夫婦仲良く暮らしています。

　　　　ななみちゃん（2歳）
　　　　　　　　　　　（志布志町帖）

父　寿さん　母　千春さん

　おしゃべりも上手になり、毎日楽し
く家族みんなを笑顔にしてくれていま
す。ありがとう♥
　これからも、元気に遊び、たくさん
の経験をして大きく素敵な女の子に
なってね！　　　　　　　（両親より）

　　　　玲
れ な

菜ちゃん（5歳）
　　　拓

たくま

磨ちゃん（3歳） 　（有明町伊﨑田）
父　健一郎さん　母　ゆかりさん

　姉弟げんかは、するけど仲はとってもいい
です。
　弟思いの玲菜ちゃん、姉思いの拓磨ちゃん
です。
　これからも仲良く元気いっぱい育ってね！

　　　　　　　（両親より）

市
民
の
広
場

（松山町泰野）

　　　匠
しょう

  ちゃん（3歳）　（母：　千草さん）
　　　麗

かず ま

真ちゃん（6歳）　（母：　　千奈津さん）
　匠は 1人っ子ですが、従兄弟の麗真と一緒
に暮らしているので、長男だけど次男育ち、
少しわがまま (T_T) だけど、お手伝いもするし、
趣味は小さなごみを拾うこと？そしておじい
ちゃん、おばあちゃんが大好きです。（千草）
　麗真はいつも元気いっぱい！好奇心で小さ
い体ながらもたくましく育っています。これ
からも人に思いやりをもち笑顔で大きく育っ
てね。（千奈津）

夫婦円満が長寿の秘訣！

松山泰野校区の鬼火焚き正月に咲いたひまわり（霧岳）

伊﨑田和紙に先生も挑戦

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2008.2

あ
た
や



今月の納税	 納付期限　2 月 29 日（金）　     口座振替日　2 月 25 日（月）
	 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

国民健康保険税（10 期）　介護保険料（10 期）
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で
は
ご
覧
に
な
れ
ま

せ
ん
。
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『国のため　知っておこうよ　税のこと』有明中学校3年　岡元　結
ゆ み か

美果（税を考える週間　標語の部大隅税務署長賞）

　

ま
ち
の
発
展
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
税

金
、
市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動

車
税
・
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
る
医
療
保

険
制
度
の
基
礎
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
税
、

い
ず
れ
も
志
布
志
市
に
と
っ
て
大
切
な
財

源
で
す
。
市
で
は
、
税
負
担
の
公
平
性
を

維
持
す
る
た
め
に
、
滞
納
額
の
減
少
に
向

け
た
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
金
を
滞
納
す
る
と
ど
う
な
る
？

　

税
金
に
は
、
各
期
に
納
付
期
限
（
納
税

通
知
書
に
記
載
）
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

納
税
者
が
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
い
な
い

状
態
を
「
滞
納
」
と
い
い
、
税
金
を
滞
納

し
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
本
来
納
め
る

税
額
以
外
に
も
督
促
料
・
延
滞
金
を
納
め

る
こ
と
に
な
る
ほ
か
、
滞
納
処
分
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す
る

と
、
保
険
証
の
交
付
を
差
し
止
め
た
り
、

資
格
証
明
書
や
有
効
期
限
の
短
い
保
険
証

（
短
期
保
険
証
）
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

滞
納
処
分
と
は
？

　

滞
納
処
分
と
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
本
人
の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
強
制
的

に
税
金
の
徴
収
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
処
分
は
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

（
１
）
督
促

　

納
付
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合
、

　

20
日
以
内
に
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。

（
２
）
財
産
調
査

　

官
公
庁
・
金
融
機
関
・
勤
務
先
・
取
引

　

先
な
ど
に
対
し
て
財
産
調
査
を
行
い
ま

　

す
。

（
３
）
差
押
え

　

滞
納
者
の
財
産
（
不
動
産
・
預
貯
金
・

　

給
料
・
軽
自
動
車
等
・
電
話
加
入
権
）

　

を
差
押
え
ま
す
。

（
４
）
公
売

　

差
押
え
後
も
完
納
と
な
ら
な
い
場
合
は
、

　

差
押
え
た
滞
納
者
の
財
産
を
公
売
し
、

　

滞
納
し
て
い
る
税
金
に
充
当
し
ま
す
。

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
毎
月

25
日
に
指
定
の
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
自

動
で
引
き
落
と
さ
れ
、
納
め
忘
れ
も
無
く

納
付
の
手
間
も
省
け
る
う
え
、
一
度
登
録

さ
れ
る
と
翌
年
以
降
も
継
続
さ
れ
る
の
で

大
変
便
利
で
す
。

納
め
忘
れ
の
無
い
安
心
で
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
下
さ
い
。

　

あ
な
た
の
預
金
口
座
の
あ
る
取
扱
金
融

機
関
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
役
所
税
務
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１（
内
線
１
４
８
・
１
５
２
）

厚
生
年
金
特
例
法
に
つ
い
て

　

厚
生
年
金
保
険
料
が
給
与
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
主

か
ら
保
険
料
の
納
付
や
資
格
な
ど
の
届
出

が
さ
れ
て
い
な
い
方
に
年
金
を
お
支
払
い

す
る
法
律
が
で
き
ま
し
た
。

【
具
体
例
】
３
年
前
に
退
職
し
た
事
業
所

で
厚
生
年
金
保
険
料
を
給
与
天
引
き
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
主
が
厚
生
年

の
加
入
手
続
き
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
場
合
を
左
記
に
示
し
ま
す
。

厚
生
年
金
特
例
法
の
概
要

●
年
金
記
録
確
認
第
三
者
委
員
会
が
「
①

事
業
主
が
従
業
員
か
ら
厚
生
年
金
保
険
料

を
給
与
天
引
き
し
な
が
ら
②
社
会
保
険
庁

に
納
付
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
」
と

認
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
社
会
保
険
庁
は

年
金
記
録
確
認
第
三
者
委
員
会
の
認
定
事

業
に
よ
り
年
金
記
録
を
訂
正
し
、
年
金
額

に
反
映
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

◀

●
事
業
主
は
、
保
険
料
の
徴
収
権
が
時
効

消
滅
と
な
る
２
年
を
経
過
し
た
後
で
あ
っ

て
も
保
険
料
を
納
付
で
き
る
こ
と
と
な

り
、
社
会
保
険
庁
は
そ
の
納
付
を
勧
奨
し

ま
す
。（
※
事
業
主
が
廃
業
し
て
い
る
場

合
に
は
、
役
員
で
あ
っ
た
者
に
納
付
を
勧

奨
し
ま
す
。）

　
　
　
　
　
　
　

◀

●
社
会
保
険
庁
は
、
事
業
主
ま
た
は
役
員

が
保
険
料
を
納
付
し
な
い
場
合
に
は
、
そ

の
事
業
主
名
ま
た
は
役
員
の
氏
名
を
公
表

し
ま
す
。（
※
保
険
料
が
納
付
さ
れ
た
か

否
か
明
ら
か
で
な
い
場
合
を
除
き
ま
す
。）

　
　
　
　
　
　
　

◀

●
公
表
し
て
も
な
お
納
付
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
に
は
、国
が
保
険
料
を
負
担
し
ま
す
。

（
※
そ
の
後
も
事
業
主
へ
の
請
求
等
を
行

い
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

●
鹿
屋
社
会
保
険
事
務
所

　

℡
０
９
９
４
ー
42
ー
５
１
２
１

●
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

℡
０
５
７
０
ー
05
ー
１
１
６
５
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年
金
情
報

■Pension information

市
役
所
　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所
　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）

 市の人口　12 月 31 日現在
人　口	 35,120 人	 	 （21）
    男	 16,501 人	 	 （△ 2）
    女	 18,619 人	 	 （23）
転　入	 73 人	 　転　出	 　46 人
出　生	 27 人	 　死　亡	 　33 人
世帯数	 15,645 戸	 	 （6）

 志布志港　平成 19 年 11 月分

　①入港隻数	 	 58 隻
　　（日本 1、外国 57）
　②輸出	 8 億 44 百万円
　③輸入	 97 億 11 百万円

資料　鹿児島税関支署

厚生年金の届出なし 年金額に反映されない

年金額に反映される

▼ ▼
入社 退社（3年前）

厚生年金特例法の成立により、厚生年金保険料の給与

天引きがあったことが年金記録確認第三者委員会で

認定されたときは、年金記録が訂正されて年金額に反

映されます。

今までは

これからは

ま
ち
の
発
展
に
は
自
主
財
源
が
必
要
で
す



災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

　

災
害
発
生
時
に
は
一
般
の
電
話
や
携
帯

電
話
は
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
、
ご
家
族

や
親
戚
・
知
人
の
安
否
を
確
認
す
る
こ
と

が
非
常
に
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）」

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

災
害
時
に
比
較
的
つ
な
が
り
や
す
い
公
衆

電
話
か
ら
の
利
用
も
可
能
で
す
。

■
提
供
開
始

　

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
発
生
時
、
及
び

地
震
・
噴
火
等
の
発
生
に
よ
り
、
被
災
地

へ
向
か
う
安
否
確
認
の
た
め
の
通
話
等
が

増
加
し
、
被
災
地
へ
向
け
て
の
通
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
側
で
速
や
か
に
利
用
可
能
と
し
ま

す
。 伝言を録音する場合

１７１　　１　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を 30秒以内で録音　　電話を切る

案内 案内

伝言を聞く場合
１７１　　２　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を聞く　　　　　   　　電話を切る

案内 案内

被災地での共通の電話番号になるため、ご家族、親戚等であ
らかじめ登録する番号を決めておいてください。自宅の電話
番号がよいでしょう。

市
内
の
運
動
・
体
育
施
設
の

年
間
利
用
予
約
申
込
み

　

平
成
20
年
度
の
志
布
志
市
内
の
運

動
・
体
育
施
設
の
年
間
利
用
予
約
の
申

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
利
用
さ

れ
る
団
体
は
、
必
ず
次
の
要
領
に
よ
り

申
込
み
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
た
だ
し
、
大
会
、
イ
ベ
ン
ト
に

限
り
ま
す
。

■
対
象
施
設　

城
山
及
び
志
布
志
運
動

施
設
並
び
に
有
明
の
体
育
施
設

■
利
用
期
間　

平
成
20
年
４
月
１
日
～

平
成
21
年
３
月
31
日

■
申
込
方
法　

所
定
の
利
用
予
約
申
請

書
に
よ
る（
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
）

■
受
付
期
間

　

２
月
５
日
（
火
）
～
２
月
22
日
（
金
）

（
こ
れ
以
降
は
受
付
し
ま
せ
ん
の
で
御

了
承
く
だ
さ
い
）

■
申
込
み
先

●
城
山
総
合
公
園
の
運
動
施
設
→

　
　
　
　
　
　

城
山
総
合
公
園
体
育
館

●
志
布
志
運
動
園
の
運
動
施
設
→　
　

　
　
　
　
　

志
布
志
運
動
公
園
体
育
館
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●
有
明
体
育
施
設
→
有
明
総
合
体
育
館

■
諸
注
意
事
項

①
電
話
で
の
申
込
み
は
、
受
け
付
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

②
各
団
体
の
利
用
予
約
日
の
日
時
が
、

市
及
び
市
体
育
協
会
等
の
行
事
と
重
複

す
る
時
は
、
市
及
び
市
体
育
協
会
を
優

先
し
ま
す
。

③
利
用
予
約
日
の
日
時
が
、
他
の
団
体

と
重
複
す
る
と
き
は
、
後
日
当
該
団
体

間
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
調
整
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
３
１
）

 

環
境
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

今
、
私
た
ち
の
環
境
を
取
り
巻
く
状

況
は
、
地
球
温
暖
化
、
廃
棄
物
問
題
、

化
学
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
な
ど
複

雑
・
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
に
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
環

境
保
全
へ
の
取
組
を
実
践
し
、
環
境
へ

の
負
荷
の
少
な
い
循
環
を
基
調
と
す
る

社
会
の
実
現
や
人
と
自
然
が
共
生
す
る

環
境
に
や
さ
し
い
社
会
の
実
現
を
図
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
志
布
志
市
環
境
審
議
会
に

住
民
の
目
線
か
ら
志
布
志
市
の
環
境
保

全
に
つ
い
て
、
真
剣
に
考
え
熱
意
の
あ

る
方
の
参
加
を
求
め
る
た
め
、
次
の
要

領
に
よ
り
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

■
公
募
委
員
の
人
数　
　

若
干
名

■
委
員
を
お
願
い
す
る
期
間

　

委
嘱
の
日
～
平
成
22
年
３
月
31
日

■
審
議
会
の
開
催
回
数　

　
　
　
　
　
　
　

年
１
回
～
３
回
程
度

■
応
募
資
格

●
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
（
平
成

　

20
年
４
月
１
日
現
在
）
で
、
自
ら
応

　

募
す
る
者
。

●
公
務
員
・
市
議
会
議
員
で
な
い
こ
と
。

●
平
日
開
催
の
審
議
会
に
出
席
で
き
る

　

こ
と
。

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
本
所
市
民
部
環
境
政
策
課
へ

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
市
民
部
環
境
政

策
課
で
配
布
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
締
切　
　

平
成
20
年
３
月
31
日

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

市
役
所
市
民
部
環
境
政
策
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）

　

Fax
４
７
４
ー
２
２
８
１

　

E-m
ail kankyouseisaku

＠city.shibushi.lg.jp

第
２
回
志
布
志
市
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　

今
年
も
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を
行
い
ま
す
。
初
心
者

の
方
も
、
き
っ
と
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ご
家
族
の
方
も
是
非
ご
一
緒
に

参
加
し
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

２
月
24
日
（
日
）

　

受
付　

午
前
９
時
～
９
時
30
分

　

開
会　

午
前
10
時

■
会
場　

志
布
志
運
動
公
園
体
育
館　

■
種
目　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

■
問
い
合
わ
せ
・
参
加
申
込
先

●
有
明
本
庁　

福
祉
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

　

Fax
４
７
４
ー
２
２
８
１

●
志
布
志
支
所　

障
害
福
祉
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
０
３
）

●
松
山
支
所　

福
祉
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
７
２
）
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平
成
20
年
度
志
布
志
市

奨
学
生
の
募
集
に
つ
い
て

　

市
教
育
委
員
会
で
は
平
成
20
年
度
の

高
等
学
校
・
専
門
学
校
・
短
期
大
学
・

大
学
・
海
外
留
学
生
を
対
象
に
、
次
の

と
お
り
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

●
高
校
生

●
大
学
生
・
短
期
大
学
生
及
び
高
等
専

　

門
学
校
生

●
留
学
生
（
大
学
生
・
短
期
大
学
生
及

　

び
高
等
専
門
学
校
生
・
専
門
学
校
生
）

■
必
要
書
類

【
新
規
】
願
書
、
平
成
19
年
分
所
得
証

明
書
（
世
帯
全
員
の
も
の
／
所
得
制
限

５
０
０
万
円
以
下
）、納
税
証
明
書
（
世

帯
全
員
の
も
の
）、住
民
票
（
親
権
者
）、

在
学
証
明
書
、
推
薦
書
等

【
継
続
】
平
成
19
年
分
所
得
証
明
書

（
世
帯
全
員
の
も
の
／
所
得
制
限　

５
０
０
万
円
以
下
）、納
税
証
明
書
（
世

帯
全
員
の
も
の
）、
在
学
証
明
書

※
高
校
か
ら
大
学
に
、
大
学
か
ら
大
学

　

院
に
、
進
学
す
る
等
は
新
規
扱
い

■
募
集
期
間

　

４
月
１
日（
火
）か
ら
４
月
30
日（
水
）

■
貸
与
金
額
（
年
額
）

　

高
校
生　
　
　
　
　
　

…
…
18
万
円

　

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
生
…
36
万
円

　

留
学
生　
　
　
　
　
　

…
…
60
万
円

■
募
集
要
件

　

本
市
に
４
月
１
日
現
在
で
３
か
月
以

上
在
住
す
る
方
の
子
ど
も
、
所
得
が

５
０
０
万
円
以
下
の
世
帯
（
申
請
者
が

２
人
以
上
の
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
。）
と
し
、
選
考
委
員
会
で
審
査
の

う
え
決
定
し
ま
す
。

■
返
還
方
法

　

卒
業
後
、
１
年
据
え
置
い
て
翌
年
か

ら
５
年
～
10
年
間
で
返
還
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）

　

有
明
教
育
課

●
℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
８
５
）

　

松
山
教
育
課

●
℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

平
成
20
年
度
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
馬

花
嫁
カ
ッ
プ
ル
募
集
！

　

志
布
志
市
お
釈
迦
祭
り
実
行
委
員
会

で
は
４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）
に
開
催

さ
れ
る
「
し
ぶ
し
・
お
釈
迦
祭
り
」
の

「
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
馬
・
花
嫁
カ
ッ
プ
ル
」

５
組
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

花
婿
が
馬
に
乗
せ
た
花
嫁
を
引
い
て

パ
レ
ー
ド
す
る
「
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
馬
・
花

嫁
カ
ッ
プ
ル
」
に
参
加
し
て
一

生
に
一
度
の
思
い

出
作
り
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
募
集
要
項

①
募
集
対
象　

平
成
19
年
４
月
１
日
～

平
成
20
年
４
月
30
日
ま
で
に
結
婚
、
も

し
く
は
結
婚
予
定
の
カ
ッ
プ
ル
。

②
募
集
組
数　

５
組
（
市
内
４
組
、
市

外
１
組
）

※
市
内
組
と
は
、
現
住
所
が
市
内
で
あ

る
こ
と
。
し
か
し
市
外
在
住
で
あ
っ
て

も
旧
志
布
志
町
、
旧
有
明
町
、
旧
松
山

町
出
身
の
場
合
は
、
市
内
組
の
扱
い
と

し
ま
す
。

③
募
集
締
切　

３
月
14
日
（
金
）　

当
日
消
印
有
効

④
決
定
方
法　

申
込
み
が
５
組
以
上
の

場
合
は
、申
込
み
者
本
人
達
の
（
両
名
）

出
席
に
よ
る
「
選
考
会
（
抽
選
会
）」

を
開
催
し
、
決
定
し
ま
す
。

⑤
参
加
費
用　
　
　
　
　

１
組
３
万
円

⑥
選
考
会
及
び
決
定
者
発
表

　

４
月
６
日（
日
）

⑦
リ
ハ
ー
サ
ル　
　
　

４
月
27
日（
日
）

⑧
そ 

の 

他

●
参
加
が
決
定
し
た
カ
ッ
プ
ル
に
つ
い

　

て
は
、
４
月
６
日
（
日
）
に
担
当
美

　

容
室
と
「
花
嫁
の
か
つ
ら
合
せ
」
を

　

行
い
ま
す
。

●
希
望
に
よ
り
、
１
組
の
み
仏
前
結
婚

　

式
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ポ
ー
ト
レ
デ
ィ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

志
布
志
市
観
光
協
会
で
は
、
市
内
在

住
の
明
る
く
積
極
的
な
女
性
を
志
布
志

ポ
ー
ト
レ
デ
ィ
ー
と
し
て
２
人
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
自
薦
、
他
薦
を
問
い
ま

せ
ん
の
で
、
お
申
込
下
さ
い
。

※
申
込
時
に
写
真
の
添
付
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

■
募
集
要
項

●
年
齢　

18
歳
以
上

●
対
象　

市
内
在
住
者

●
締
切
り　

３
月
21
日
（
金
）

●
活
動
内
容　

県
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加

●
そ
の
他　

制
服
一
式
（
夏
、
冬
）、

派
遣
手
当
支
給
、
副
賞
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

●
し
ぶ
し
・
お
釈
迦
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

●
志
布
志
市
観
光
協
会　

事
務
局

　
（
市
役
所
港
湾
商
工
課
内
）

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
６
４
）

鹿
児
島
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
参
加
申
込
に
つ
い
て

　

障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る

と
と
も
に
、
障
害
者
に
対
す
る
理
解
と

認
識
を
深
め
、
そ
の
自
立
と
社
会
参
加

の
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
第
２
回
鹿
児
島
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
、
興
味
を

持
た
れ
た
方
は
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成
20
年
５
月
18
日
（
日
）

■
場
所　

県
立
鴨
池
陸
上
競
技
場

■
参
加
申
込
締
切　

３
月
31
日
（
月
）

■
大
会
参
加
選
手
資
格　

　

障
害
手
帳
を
所
持
さ
れ
て
い
る
方

で
、
競
技
種
目
に
よ
り
条
件
が
あ
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

農
林
漁
業
に
使
用
す
る

軽
油
引
取
税
の
免
税
に
つ
い
て

　

軽
油
取
引
税
は
、
道
路
の
整
備
・
改
修

等
の
費
用
に
充
て
る
た
め
の
税
金
で
す
。

　

道
路
を
走
行
し
な
い
農
林
業
用
の
機
械

や
漁
船
で
の
使
用
等
に
つ
い
て
は
、
免
税

証
の
交
付
な
ど
の
手
続
き
を
受
け
た
場
合

に
限
り
、軽
油
取
引
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者　

農
業
・
林
業
・
漁
業
を
営
む
者

■
対
象
と
な
る
軽
油

●
次
の
機
械
の
動
力
源
に
供
す
る
軽
油

動
力
耕
う
ん
機
そ
の
他
の
耕
う
ん
整
地
用
機

械
、
栽
培
管
理
用
機
械
、
収
穫
調
整
用
機
械
、

食
物
繊
維
用
機
械
、
畜
産
用
機
械
、
製
材
機
、

集
材
機
、
積
込
機
、
可
搬
式
チ
ッ
プ
製
造
機

●
船
舶（
漁
船
）の
動
力
源
に
供
す
る
軽
油

■
免
税
手
続
き

①
あ
ら
か
じ
め
県
大
隅
地
域
振
興
局
に
申

請
し
て
「
免
税
軽
油
使
用
者
証
」
の
交
付
を

受
け
ま
す
。（「
免
税
軽
油
使
用
者
証
」は
２
年

以
内
の
有
効
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。）

②
そ
の
使
用
者
証
を
示
し
て
、
必
要
な
数

量
だ
け
「
免
税
証
」
の
交
付
を
受
け
ま
す
。

③
「
免
税
証
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
販
売

業
者
か
ら
「
免
税
証
」
と
引
き
換
え
に
、

免
税
軽
油
を
引
き
取
り
ま
す
。

④「
免
税
証
」に
よ
り
免
税
軽
油
を
引
き
取
っ

た
事
実
や
そ
の
数
量
な
ど
を
記
載
し
た
報
告

書
を
県
大
隅
地
域
振
興
局
に
提
出
し
ま
す
。

■
免
税
額　

税
率
は
軽
油
１
㍑
に
つ
き

　

32
・
１
円
で
す
。（
３
月
31
日
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

大
隅
地
域
振
興
局
県
税
課
曽
於
総
務
分
室

　

℡
０
９
９
ー
４
８
２
ー
１
１
１
１

　未成年者喫煙防止の取組みの一
環として、鹿児島県のたばこ自動
販売機は、2008 年 2 月までに成
人式別たばこ自動販売機に変わり、
利用の際には専用のＩＣカード
「taspo（タスポ）」が必要になりま
す（発行手数料無料・年会費無料）。
申込書は、たばこ販売店店頭など
で入手できます。



市役所本庁舎に売店ができました、切手や収入印紙等も販売しています。ご利用ください。（9:00 ～ 15:00 営業）閉庁日は休みです。

市
報
し
ぶ
し
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
！

○
企
業
な
ど
の
宣
伝
広
告

○
企
業
な
ど
の
求
人
広
告

○
臨
時
的
な
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

○
商
店
街
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど

■
広
告
の
掲
載
規
格

１
枠
当
た
り
縦
56
㍉
㍍
、
横
90
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
と
し
、
１
広
告
当
た
り
２
枠

を
限
度
と
し
ま
す
。
広
告
枠
数
は
毎
月

８
枠
以
内
と
し
ま
す
。

■
広
告
掲
載
料

１
枠
当
た
り
月
額
１
万
円
（
２
枠
の
場

合
は
２
万
円
）

■
広
告
掲
載
申
込
方
法

広
告
掲
載
申
請
書
に
広
告
案
を
添
付
し

て
掲
載
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で
に
本

庁
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
広

告
掲
載
申
請
書
は
本
庁
総
務
課
に
準
備

し
て
あ
る
ほ
か
志
布
志
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
市
報
の
公
共
性
、
公
益
性
及
び
中
立

性
を
保
つ
た
め
掲
載
を
お
断
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。（
内
容
を
審
査
の
上

掲
載
の
可
否
を
通
知
し
ま
す
。）

■
市
報
し
ぶ
し
概
要

　

毎
月
12
日
発
行
、全
面
カ
ラ
ー
印
刷
、

　

発
行
部
数
１
万
４
４
０
０
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）
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「産業廃棄物税」～循環型社会の形成を目指すために～

　産業廃棄物を排出される事業者の方は、最終処分場や焼
却施設に搬入される産業廃棄物について、処理料金のほか
に、産業廃棄物税を最終処分業者又は焼却処理業者に別途
支払う必要があります。
■税率　最終処分場への搬入の場合　  １，０００円／トン
　　　　焼却施設への搬入の場合　　　　８００円／トン
　なお、焼却以外の中間処理を経て最終処分場又は焼却施設
に搬入される場合は、中間処理業者が納税義務者となり、税
を負担する中間処理業者は処理料金に税相当分を上乗せし
て、排出事業者に請求することになります。このため、排出
事業者は間接的に税の負担をしていただくことになります。
 問い合わせ先
　税額や納税方法　県庁税務課
　　　　　　　　℡ 099-286-2202　Fax099-286-5514
　税収の使い道　　県庁廃棄物・ﾘｻｲｸﾙ対策課　
　　　　　　　　℡ 099-286-2594　Fax099-286-5545

餅 もちっと伝承・伝習会

　白もち、草もち、からいも餅の伝習会を行います。もち
米の蒸し方から餅つき、揉み方まで一貫して体験していた
だきます。皆様のご参加をお待ちしています。
■開催の日時　3月 9日（日）　9:00 ～ 14:00
■場所　志布志市有明農業歴史資料館・体験館
■参加費　1000 円　　■募集人員　20 人（先着順）
■参加申し込み　3月 1日（土）まで
※かっぽう着・タオル等をご持参ください。
 問い合わせ・申込先　志布志市開田の村管理組合
　　　　　　　　　　 ℡ 471-4343　Fax 471-4344

平成 20 年４月１日から身体障害者等のための
自動車税・自動車取得税の減免制度が変わります

　４月１日から、一定の要件に該当する身体障害者等の方
のために使用される自動車の自動車税・自動車取得税の減
免制度の一部を改正します。
　自動車税・自動車取得税の減免額に上限が設定され、上
限額を超える額については自己負担となります。
　生計同一者又は常時介護者による運転に係る減免の対象
が拡大されます。身体障害者手帳をお持ちの方で、下肢障
害（障害等級６級以上）を含む複数の異なる部位の障害を
合算した等級が２級以上となる場合は、生計同一者又は常
時介護者による運転があらたに減免の対象となります。
■自動車税　（変更後）　減免上限額＝ 45,000 円
※グリーン化税制により年税額が高くなる（重課）自動車
　　　　　　　　　　　上限額＝ 49,500 円
■自動車取得税　（変更後）減免上限額＝ 125,000 円
　　　　　　　　（軽自動車は 75,000 円）　
 問い合わせ先
　鹿児島地域振興局自動車税課　℡ 099-261-5611
　鹿児島地域振興局県税管理課　℡ 099-223-0161
 

～流動資産担保融資保証制度のご案内～

　中小企業者が有する流動資産を担保として金融機関から
融資を受ける場合に，鹿児島県信用保証協会が保証を行う
制度です。
　この制度は，従来の不動産担保に依存しない，中小企業
の資金調達の円滑化を目的とした新たな資金調達手段であ
り，売掛債権に加えて平成１９年８月から棚卸資産（在庫
など）も担保の対象となりました。
○保証限度額　２億円（借入限度額は２億５千万円）
○保証料率　　年 0.68％
○申込方法　　金融機関を通じて鹿児島県信用保証協会に
申し込んでください。
 問い合わせ先　県信用保証協会保証部　℡ 099-223-0271
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守ろう！　確かめよう！　最低賃金！
鹿児島県最低賃金が６１９円に！！

　鹿児島県最低賃金が平成 19 年 10 月 26 日より時間額
619 円に改定されました。
※鹿児島県最低賃金は、県内の全ての労働者に適用されま
すが、産業別最低賃金の対象産業に該当する場合は、その
産業別最低賃金が適用されます。
※産業別最低賃金の産業に該当する場合でも「18 歳未満
65 歳以上の方」「雇入れ後 6月未満で技能習得中の方」「清
掃または片付けの業務に主として従事する方」など一定の
場合は産業別最低賃金の適用はなく、地域別最低賃金が適
用されます。
■以下の産業は産業別最低賃金が適用されます。
（現在の金額は次のとおりです。改正について審議中です。）
●電気機械器具、情報通信機械器具、電子部品・デバイス
　製造業　　　　　　　　　　時間額６７７円
●百貨店、総合スーパー　　　時間額６５９円
●自動車（新車）小売業　　　時間額６８１円
 問い合わせ先　鹿児島労働局・賃金室　℡ 099-223-8278

「吃
きつおんしゃ

音者のつどい in 鹿児島」のご案内

　言有会では「吃音に負けず積極的により前向きに生きて
いこう」と吃音者の問題解決ために全国 31 か所で活動し
ています。その一環として、下記のとおり「吃音者のつど
い in 鹿児島」を開催します。
■主催　NPO法人全国言友会連絡協議会
■日時　3月 9日（日）　13:00 ～ 16:30]
■場所　鹿児島市中央公民館　地下会議室Ｂ
■対象　吃音者（どもる方）、吃音児をお持ちのご両親、お
　　　　よび吃音問題に関心のある方
■参加定員　60 人　　　　   ■参加費　無料
■内容（予定）	 吃音の基礎知識、主催団体の紹介
	 出会いの場（エンカウンターゲーム）
	 吃音者自身あるいはその保護者の体験発表
■講師　鹿児島国際大学福祉社会学講師　崎原秀樹氏ほか
 申込・問い合わせ先　石神真也　℡ 090-6429-5256
　E-mail：stuttering2007@yahoo.co.jp

２月
３月

17日 松下医院（内・外科、皮膚科） ℡472-1124
  びろうの樹整形外科（整形・内科） ℡471-6611
24日 はまさき耳鼻咽喉科（耳鼻咽喉） ℡473-3387
  砂原医院（内・外科、小児科） ℡474-0020
２日 井手小児科（小児科） ℡473-3211
  びろうの樹整形外科（整形・内科） ℡471-6611
９日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  松下医院（内・外科、皮膚科） ℡472-1124
16日 山口内科（内科） ℡473-1188
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001
20日 手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
  砂原医院（内・外科、小児科） ℡474-0020

2月・3月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

２月

３月

■松山地区　
２ 月	 濱田建設	 	 ℡ 487-2288
３ 月	 イケダ	 	 ℡ 487-8771
■志布志地区
２ 月 12 日～２ 月 18 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
２ 月 19 日～２ 月 25 日	 山本組	 ℡ 472-1101
２ 月 26 日～３ 月 ３ 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
３ 月 ４ 日～３ 月 10 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
３ 月 11 日～３ 月 17 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
■有明地区
２ 月	 	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596　　有線 5160
３ 月	 	 有明水道土木	 ℡ 475-0635	 有線 3672

水道修繕当番店

「志のまち」のシンボルマークを募集します

　市では「志のあふれるまちづくり」のシンボルとしてロ
ゴマークを製作いたします。志のまちづくりをイメージす
るシンボルマークを募集しますので、皆さんのデザイン・
アイデアを下記によりご応募ください。
■募集期間　2月 25日 (月 )～３月21（金）（当日消印有効）
■応募要件
●デザインの色は、白色用紙の色を含む 4色以内とし、グ
　ラデーション ( ぼかし ) は不可とします。
●自作の未発表作品とします。
　（※その他、要件につきましてはお問い合わせください）
■応募資格　どなたでも応募できます。（１人 3点以内）
■応募方法
①応募は、本応募用紙又は縦横 15㎝の枠の白色用紙を使
　用し、１枚につき１作品とします。
②応募にあたっては、住所・氏名・年齢・電話番号・デザ
　インの趣旨を必ず記入してください。
③応募作品は、持参または封書による郵送とします。（FAX、
　電子メール、デジタルデータでの応募はできません）
■賞金　採用作品最優秀賞１点・・１０万円
　　　　候補作品優秀賞　５点・・各５千円
※入賞者には個別に連絡するとともに、平成 20 年４月 24
　日 ( しぶしの日 ) において公表いたします。
※採用作品に関する一切の権利は、志布志市に帰属するも
のとします。なお、採用作品について若干の修正を加える
場合又はモノクロで使用する場合があります。応募作品は
返却しません。
 応募・問い合わせ先　志布志市役所本庁企画政策課
 〒 899-7492　志布志市有明町野井倉 1756 番地
　　　　　　　℡ 099-474-1111（内線 250）



志布志市くらしのカレンダー
「都城志布志道路」松山～有明北IC開通式（10:00～ 有明北IC）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 アピア2階ホール）

両親学級（9:30～9:40受付 はぐくみランド）

第3回しぶしポートマラソン大会（10時ハーフマラソンスタート）
　　　　　　　　志布志運動公園陸上競技場発着　

心配ごと行政相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
法律相談（13:00～15:00 本庁3階会議室）
女性支援相談室（有明改善センター 13:00～17:00）
心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（13:30～16:00 本庁保健課窓口）

三種混合予防接種（13:10～13:30受付 宇都鼻研修センター）

3/1

県下一周市郡対抗駅伝競争大会志布志市通過予定
法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）
心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
特設人権相談所開設（10:00～15:00 尾野見地区公民館）
育児学級/育児相談（13:30～15:00 やっちくふれあいセンター）

乳児健診/BCG予防接種（13:00～13:15受付 やっちくふれあいセンター）
三歳児健康診査（13:00～13:15受付 やっちくふれあいセンター）
母子手帳交付（13:30～16:00 本庁保健課窓口）

2歳児・5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

2

女性支援相談室（13:00～17:00 有明改善センター）
心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

3

4

5

三種混合予防接種（13:30～14:00受付 アピア2階ホール）

掘り出し物市（10:00～ そおリサイクルセンター）

母子手帳交付（9:00～12:00 松山支所福祉課窓口）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

乳児健診/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

6

(土)

7

(日)

8

(月)

9

(火)

10

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

11

12

13

14

15

行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）

育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

生涯学習フェスティバル（～24日 22頁参照）

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(日)

1歳6か月児健康診査/麻しん風しん混合予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

母子手帳交付（9:00～12:00 松山支所福祉課窓口）
育児学級（9:30～9:45受付 宇都鼻研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻研修センター）

年金移動相談所解説（10:00～15:00 志布志支所5F会議室）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

乳児健診/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

※志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。

日曜当番医は39ページに掲載しています

(水)

(木)

(金)

(土)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

2/15

16
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24

25

26

27

28

29

(水)

(木)

(金)

-
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編
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後
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▼
特
集
で
給
食
セ
ン
タ
ー
や
給
食
に
つ
い

て
取
材
を
行
い
ま
し
た
。
▼
『
食
』
と
い

う
の
は
生
き
て
い
く
上
で
と
て
も
大
切
な

も
の
で
す
。
▼
冷
凍
食
品
の
毒
物
検
出
問

題
な
ど
も
あ
り
、
国
内
で
は
「
食
」
に
対

す
る
関
心
が
大
変
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
▼

現
在
、
セ
ン
タ
ー
で
は
子
ど
も
た
ち
に
安

心
で
安
全
な
給
食
を
食
べ
て
も
ら
う
た
め
、

ほ
と
ん
ど
の
惣
菜
に
つ
い
て
も
市
内
産
の

原
料
を
主
に
自
家
調
理
を
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
▼
最
近
は
「
温
め
る
だ
け

で
何
で
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
く
ら
い
多
く
の
「
冷
凍
食
品
」
が
店
頭

に
並
ん
で
い
ま
す
。
▼
し
か
し
、
た
ま
に

は
料
理
の
本
を
手
に
し
な
が
ら
手
間
ひ
ま

を
か
け
て
、自
分
で
手
作
り
の
料
理
を
作
っ

て
み
る
の
も
楽
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
▼
そ
ん
な
愛
情
の
た
っ
ぷ
り
入
っ

た
「
ご
ち
そ
う
」
な
ら
家
庭
で
の
食
べ
残

し
も
大
分
減
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
山
本
）

　

２
月
・
３
月
の
行
事
予
定

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　

毎
週
土
・
日
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

２
月
24
日
（
９
時
～
12
時
）

戌
の
市
（
宝
満
寺
）

　

2
月
16
日
、
28
日
、
３
月
11
日

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　

毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日（
７
時
～
11
時
）

そ
ば
処
ち
ん
た
ら
庵
（
山
重
芝
用
）

　

毎
週
日
曜
日
11
時
～
14
時

掘
り
出
し
物
市
（
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

　

３
月
10
日
（
10
時
～
）

ニ
ュ

ー
ス

・
ご

意
見

な
ど

あ
り

ま
し

た
ら

E-m
ail info@

city.shibushi.lg.jp
ま

で
ご

一
報

く
だ

さ
い

◎
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


